


[image: ]








[image: ]









王子は今日も偽りの花嫁にお節介をやいています









［著］黒田美優　

［画］八美☆わん











目次






第一章　少女は悲劇の波に引き込まれる






第二章　幸せや将来について






第三章　伝える勇気






第四章　幸せを恐れない










第一章

少女は悲劇の波に引き込まれる











「ちょっと、シンシア」

　階上から冷たい声色で呼び止められ、シンシアと呼ばれた少女は、動きを止める。

　ちょうど階段を上ろうとしているところだった。

　顔を上げると、揺れる腰まである金色の髪。

「お姉さま、どうされたのですか？」

　階段を上りきり、小鳥のような美しい声でシンシアは尋ねた。

　声だけではない。

　長い睫毛も金色に輝き、二重瞼の大きな瞳は青く、口角は自然に上がっており、人形のように愛らしい少女であった。

　一方、彼女を呼び止めた義姉のアイリンは黒く柔らかな猫毛をポニーテールにし、つり目気味な瞳でシンシアを睨む。

「この前お願いしていたドレス、ちゃんと直したのよね？」

「はい。ほつれていたところは直して、とれかかっていたボタンも取り付けておきました」

「全然できていないわ。あのドレス、私の体のラインに合ってないの。詰めてくれないと着られないわ。言ったでしょ？　ちゃんと直してって」

　冷たい声で淡々と指摘され、シンシアの表情が戸惑いに変わる。

「ご、ごめんなさい。私の勘違い、でした。でもウエストラインを詰めるのでしたら、それこそメイド長にお願いしたほうがきれいに仕上がると思うのですが……」

　なるべく機嫌をそこねないように言うと語尾が小さくなっていく。

　しかしアイリンの黒い瞳に火が点るのを感じとった。

「なに？　自分がやりたくないからって、私に指図するの？」

「あの、いえ、そういうわけでは……！」

　首を左右に振って、否定を示す。

　それでもアイリンの怒りは収まらなかった。語気を強め、シンシアに詰め寄る。

「あなたって本当は、私のことバカにしているんでしょ？　頼まれたことを、適当にやっていれば、それで私の気が済むと思っているんでしょ？」

「い、いえ、そんなこと……」

「そんなことないって言うの？」

　アイリンが手を振り上げた。

（叩かれる！）

　逃れようと反射的に後ずさる。

　しかし、後ずさった先は階段で、踏み外し、シンシアは体勢を崩してしまった。

　アイリンも一瞬おびえるような目で見つめる。

（落ちるわ……）

　シンシアの視界がスローモーションになったかと思うと、一気に階段を転げ落ちた。踊り場に身を打ち付け、痛みで声も出ない。

「シン、シア……」

　アイリンの声も震えていたが、シンシアの体がピクリと動くと、安堵したように鼻をならした。

「バカな子。勝手に階段を踏み外すなんて。――いい？　ちゃんとドレスを直しておくのよ？」

　シンシアは痛みに耐えながら上体を起こしたが、アイリンはそのまま歩いていってしまった。

「は……はい。お姉さま……」

　手すりを持ちながら、ゆっくりと立ち上がる。

　そのとき、階下から視線を感じた。父が見ていたのだ。

　しかし、シンシアと視線が合うと、決まりが悪そうに去っていった。

（お父さま……）

　シンシアは小さく溜め息をつき、足を引きずりながら自室のある三階へと向かう。

　自室はまるで彼女を追いやるように、廊下の一番奥にあった。

　小さな部屋にはベッドと、化粧台に古びたキャビネットがあるだけだ。

　ベッドにはアイリンが置いたと思われるドレスがある。

　扉を閉めると、シンシアはホッと息をつき、同時に痛みや悲しさに襲われた。

　ワンピースを脱ぎ、下着姿で化粧台の前に立つと体のいたるところが赤く腫れているのを確認する。肘と膝はすりむいて血がにじみ、ワンピースを汚していた。

「手当てして……ワンピースは後で染み抜きをしないと……」

　少ない衣服を毎日のように汚されるので、染み抜きがすっかり得意になってしまった。

　下着姿でキャビネットを開き、薬箱を取り出し、自らで手当てをしていく。

　シンシア・サミュエルは伯爵家の令嬢である。

　愛する母が亡くなって、ふさぎ込んでいた父がしばらくして再婚した。

　それによってできた新しい母と、義理の姉。

　はじめは二人とも優しかったが、日が経つにつれて雰囲気が変わっていった。

　継母は義姉に弱かった。

　そして義姉アイリンは、シンシアのことを小間使いのように扱う。

　新しい家庭を守るため父さえも見て見ぬ振りをするようになって、使用人たちもシンシアを無視するようになっていった。

　アイリンの癇癪はひどく、ちょっとしたことで顔を真っ赤にして怒り狂う。

　一度頭に血が上ると周りが見えなくなり、ものに当たったり、投げたりする。シンシアに手をあげることもたびたびあった。

　そのためシンシアの白く美しい肌には、今回のもの以外にも生傷や痣が絶えなかった。

「骨は折れていないみたいでよかったわ。……でも、きっと青痣になるんでしょうね……。隠せる服を選ばなくっちゃ」

　手当てを済ませ、立て襟のブラウスとロングスカートに着替える。

　そうして血のにじんだワンピースを染み抜きしようと手に取ったが、動きを止めた。

（先にお姉さまのドレスを直さなくては……。また叱られてしまうわ）

　考え直し、ベッドの上に置かれたエンジ色のドレスを抱える。

「だけど、お姉さまのウエストサイズを知らないわ。それに、お願いしても測らせてはくれないでしょうし……」

　これもまた、アイリンの嫌がらせである。

　もちろん、このドレスを初めて受け取ったときも『これ、直しておいて』と言われただけだった。そのときもシンシアは嫌な顔一つせず、笑顔で受け取ったのだ。

「悩んでいても仕方ないわ。使用人に声をかけて、洗い終わったお姉さまの洋服がないか聞いてみるしかないわね。それに合わせて直していくしかないわ」

　シンシアはドレスを抱えたまま自室を後にした。

　階段を下りていると、ふとアイリンの甲高い声が耳に入り、足を止める。

「まあ！　お城で舞踏会があるのね！」

　アイリンと話しているのは継母だということが、途切れ途切れに聞こえる声からわかった。

（お姉さま、機嫌がよさそうだわ。この調子なら、きっと話し込むでしょうね。これなら、ドレスを借りても見つからないわ）

　再び階段を下り始める。

（それにしても……お城で舞踏会、か。私にはきっと関係ない話ね）

　父が再婚してからは、夜会にも舞踏会にも参加できていない。

　参加しようとすると、アイリンがひどく不機嫌になるためできなくなってしまったのだ。

　だが、シンシアはそのことを気にしていなかった。

　もともとダンスが得意ではないし、すてきなドレスや異性との恋にも興味が湧かない。

　それよりも今が大切だった。

　義姉も、継母も、父親も、シンシアにとっては大事な家族だ。

　今はギクシャクしていても、いつかはわかりあえるはずだと信じていた。

　どうしても辛いときは亡き母がいつも言っていた言葉を思い出す。

『誰にでも愛を持って優しく接するのよ。そうすればきっと気持ちが伝わるはずだから』

　母の言葉を信じ、シンシアはアイリンにも優しく接してきた。そうすれば、いつかは好きになってくれるかもしれないと思っていたからだ。

　アイリンとの仲が良くなれば、継母とも仲良くなって、父も以前のように接してくれるに違いない。そう信じていた。

（私ががんばっていれば、いつかはみんな仲良くなれるはず）

　シンシアは、ドレスをギュッと抱きしめた。







　シンシアが使用人に声をかけられたのは翌々日のことであった。

　新しく入った名前も知らされていない男の使用人で、顔だけは知っている。

「ご主人さまがお呼びです。書斎でお待ちになっております」

　彼はそれだけ言うと、シンシアの言葉も待たず、小さく頭を下げて去っていってしまう。

「……お父さまが？」

　信じられず、一人呟いた。

　去っていった使用人のびくびくとした態度が、シンシアの心を不安でいっぱいにしてしまう。

　彼の落ち着きがなかったのは、使用人の間で『シンシアお嬢さまに必要以上にかかわってはいけない』という暗黙のルールからかもしれない。

　しかし、シンシアはいつも以上に心がかき乱されていた。

　父が怒り、シンシアを呼び出すように使用人に言ったのではないかと思ったからだ。

（お父さまが私を呼び出すなんていつぶりかしら……）

　最近では食事もともにすることなく、言葉を交わすことすらなかった。

（私、なにかしたのかしら。お姉さまのドレスだって、しっかり直したし……）

　思い当たる節がないまま、足取り重く書斎へ向かう。

　扉をノックして、声をかけるとすぐに返事があった。

　よく知っている優しい声色だ。

「失礼します」

　ドアノブを回し、部屋へ入ると父の緑の瞳と視線が合った。

　その表情は穏やかで、注意のために呼ばれたのではないと思うと安堵する。

　しかし、すぐに父の横に立っているアイリンに気付いて、シンシアは不思議に思った。

（お姉さまもいらっしゃるのね。一体なんの話かしら）

　視線を父に戻す。久しぶりに見る父の顔は、疲れているのか皺が目立った。

「シンシア、急に呼び出して悪かったね」

「いえ」

　以前のように話す父に、戸惑いを覚えながらもシンシアはほほ笑んだ。

「実は今週末に城で舞踏会があってね。アイリンにはもう話したのだけれど、シンシアもたまにはいっておいでと言いたくて」

「えっ」

　シンシアはすぐにアイリンの表情を見る。

　目を細めて笑っているアイリンを前に、感情が読めず、シンシアは慌てて言葉を続けた。

「お父さまのお気持ちはうれしいですが、私はダンスも苦手ですし、舞踏会に着ていくようなドレスもないため、新調しなくてはいけませんから……」

　それらしい理由を考えてしどろもどろに答えていく。

「あら、いいじゃない」

　しかし、言い終わる前に口を挟んだのはアイリンだ。

　シンシアは驚いて目を見開いたが、アイリンは言葉を続ける。

「一緒に行きましょうよ、シンシア」

　シンシアに近づいてきたアイリンは、そのまま手を握ってきた。

「ドレスなら私がプレゼントするわ。ちょうど一度も着ていないものがあるの。シンシアには、いつも私のわがままを聞いてもらっているもの。たまには恩返しがしたいわ」

　にっこりとアイリンにほほ笑まれ、シンシアは夢でも見ているのではないかと思った。

「いいのですか……？」

　おずおずと答えると、アイリンは頷いた。

「もちろんよ。姉妹なんだから、当然でしょ」

　アイリンの言葉が、胸に響く。

（姉妹……）

　それだけで、心はよろこびで震えてしまう。

「さあ、シンシア、私の部屋へ行きましょう」

　アイリンに手を引かれるがまま、書斎から出た。

　シンシアは天にも昇るような気持ちのまま、アイリンの部屋でドレスを手渡された。それは薄紫色のシンプルなドレスだ。リボンやレースの飾りはなく、胸元の開いたデザインは、細身のシンシアには似合わなかった。しかし、鏡の前で「よく似合っているわ」とアイリンにほめられると、気分がよくなってしまう。

（お姉さまからの初めてのプレゼントだもの。大事にしなくちゃ）

　胸元から覗く青痣が気にならないほど、シンシアは久しぶりに楽しいひとときを過ごした。







　週末。

　シンシアはもらったドレスに身を包み、深く溜め息をついた。

　階段から落ちたときにできた青痣は治りかけ、紫色と黄色が混じった色に変化していた。傷んだ桃のように変色している。痛みはないが、見た目が悪いため、手持ちの白いショールを合わせることにした。

　鏡を見ていると自室の扉がノックされる。

「はい」

　不思議に思いながらも返事をすると、メイドが二人入ってきた。

「あの、私の部屋になにか用かしら？」

　メイドが自室にやってくることもほとんどなかった。

　アイリンの圧力により、メイドはシンシアを避け、朝の支度や、日々の掃除に至るまで自分で行っていたからだ。

　メイドたちは目を合わせないまま、小さく会釈をする。

「アイリンお嬢さまから、舞踏会への支度を手伝うようにと言われてきました」

　アイリンが手配してくれたことを知り、シンシアは表情を明るくした。

「お姉さまが！　ありがとう。それじゃあ、手伝ってくださるかしら」

「かしこまりました。では、お化粧と髪結いをさせていただきます」

　シンシアは上機嫌でドレッサーの前に座る。

　一人のメイドは黙って髪を結い上げ、もう一人は手に持っていたメイクボックスを開くとシンシアに化粧を施していく。

　舞踏会へ行くことが決まってから、シンシアの扱いが変わりつつある。

　アイリンがよく話しかけてくれるようになり、使用人やメイドも事務的ではあるものの挨拶をしてくれるようになった。

　なによりも、シンシアは父に話しかけられたことがとてもうれしかった。

（お母さまの言葉を信じたおかげだわ。みんなわかってくれたのよ）

　みんなが屋敷で幸せに暮らせる姿を想像すると、シンシアは幸せな気持ちでいっぱいになる。

（きっとこれから、もっとよくなるに違いないわ）

　支度はあっという間に終わった。

　飾り付けもないシンプルな髪結いに薄化粧。

　もとより整った顔立ちのシンシアにはそれだけでも素材のよさを引き出せていた。

「それでは、私たちは失礼いたします」

「ええ。手伝ってくれて本当にありがとう」

　会釈するメイドたちに、シンシアは笑顔で手を振る。

　そうしてシンシア自身も、アイリンと待ち合わせをしている玄関へ向かった。

　鼻歌交じりに廊下を歩き、階段を下りていく。玄関にアイリンの姿はない。

　約束の時間から三十分遅れて、アイリンはやってきた。

「では、行きましょうか」

　声をかけられ、シンシアが振り返ると真っ赤なドレスに身を包んだアイリンが階段から下りてくるところだった。

　きれいに結われた髪は高くまとめ上げられ、ドレスと同じ赤い花が飾られている。

　ドレスはパニエでふっくらとさせ、レースや宝石がふんだんに使用されている。

　化粧にも力が入っており、シンシアはアイリンを見てほほ笑んだ。

「おきれいです。お姉さま」

「そう？　ありがとう」

　澄まし顔のアイリンの後ろをついて行くようにして、馬車に乗り込んだ。

　城へ向かう途中、今回開かれる舞踏会についてアイリンは得意げにシンシアに話した。

　舞踏会とは名前だけの、王子の結婚相手探しだそうだ。

　王子にはまだ決まった相手もおらず、以前から心配していた大臣が舞踏会を提案したらしい。

　ようやく王子がその気になり、よろこんだ大臣が国中の地位ある令嬢に招待状を送り、半ば強制的に参加を求めているそうだ。

（なるほど。だから、私も呼ばれたのね）

　シンシアはアイリンの話を聞きながら、納得する。

　だが、そのことにショックは受けなかった。むしろ、感謝していたほどだ。

（これをきっかけに、お姉さまと仲良くなれたんだからよかったわ）

　目の前に座る義姉は、ファーの付いた扇子で風を送りながら笑う。

「ふふふ。王子さまに見初められるのは、この私に違いないわ。シンシアも、もちろんそう思うわよね？」

「ええ、もちろんです！」

　シンシアはアイリンが上機嫌なことがうれしくて、笑顔で答えた。







　夕暮れ時の城に、たくさんの馬車が停まっていた。

　豪華な装いの年ごろの淑女が、つぎつぎと城内へ入っていく。

　シンシアはアイリンの半歩後ろをついて歩いたが、ふと足を止めた。

　周りの人々が、シンシアを見てクスクスと笑っているのが聞こえたのだ。指をさされている気配も感じる。

「ねえ、あちらの方の格好、なんて地味なんでしょう」

「まあ、田舎ではあのようなドレスが流行っているのかもしれませんわよ」

　聞こえるような声量で自然に耳へ入ってくる。

　たしかに、周りの女性も、アイリンも、流行のはっきりとしたカラーで、目を引くような装いをしている。

　頭には花飾り、首もとにはネックレス、大きく膨らんだドレスのスカートは、宝石やレースがちりばめられていた。

　一方のシンシアは、薄紫色の地味なドレス、髪結いもほどほどに、アクセサリーは身につけていない。痣隠しのために羽織ったショールが、よけいに古めかしく見える。

「シンシア」

　先を歩くアイリンが足を止め、振り返った。

「私、先にホールへ行っているわね」

　作られたような冷たいアイリンのほほ笑みに、シンシアはぎこちなく頷いた。

「は、はい。お姉さま……」

（たしかに、こんな地味な妹を連れていては、お姉さまの邪魔になってしまうわよね）

　人波に消えていく義姉の背を見つめながら、シンシアは肩を落とした。

　シンシア自身も陰口に傷つき、やや早歩きで舞踏会のメインホールに向かって歩みを進める。

　嫌な気分になりつつも、初めて入る城の中に、キョロキョロと辺りを見回してしまう。

　廊下に飾られたいくつもの美しい絵画、花瓶に活けられた花は今まで見たことがないほど大きかった。

　舞踏会が開かれるメインホールに到着すると、天井に描かれた天使の絵に思わず感嘆の声が漏れる。

「すてき……。こんなの、見たことないわ」

　大きな芸術品を前に、先ほどの陰口も忘れてしまう。

　すると、突然聞いたことのない大きな音に、シンシアの体は驚きから強ばった。

　視線をそちらへ移すと、音楽隊がチューニングをしているようである。バイオリンに、チェロの音が腹の底から震わせた。

　しばらくして、腰の曲がった白髪の老人が、大臣だと自らを名乗り、挨拶をした。終わると同時に音楽が鳴り始め、人々が中央に集まり、踊り出す。

　勝手がわからず、相手もいないシンシアは誰の邪魔にもならないように、人を避けながら壁側へと移動するしかなかった。

　ゆったりとした音楽に揺れるドレスのスカート。

　人々の笑い声と、慣れない香水の匂いに疲れを感じ始めていた。

（始まったばかりだけれど……外の空気を吸いたいわ……）

　その場を離れ、人波を縫うように歩き、なんとかホールから脱出する。

　ダンスが始まり、人々はホールに集中していたこともあってか、廊下には給仕のために歩き回るメイドしかいない。

　メイドの一人に声をかけると、庭も開放されると言われ、シンシアはそこで一息つくことにした。

　しかし、メイドに説明された通り庭に向かって歩いていたはずが、どうしたことかいつまで歩いてもたどり着けない。それどころか、廊下を歩く人すら見かけない。

　角を曲がったところでようやく足を止めた。

（私……やっぱり、迷ってしまったのかしら）

　そう思うと、途端に焦りから胸がドキドキしてくる。

　いくら城で舞踏会が開かれたとはいえ、入ってはいけないところもあるだろう。

　もしかしたら、妙な疑いもかけられるかもしれない。それこそ、泥棒だと言われかねない。

（やっぱり引き返そう……。きた道を戻れば、ホールにたどり着けるでしょうし）

　その場でくるりと方向転換をして歩き始めたときだった。出会い頭にぶつかってしまった。

　相手は手にワイングラスを持っていて、ぶつかった衝撃で服にワインがかかってしまった。それも見ただけで豪華だとわかる刺繍の施された白のジャケットだ。

「えっ……あっ、すみません！　私ったら、どうしましょう！」

　相手より、早く反応したのはシンシアだ。

　ひとしきり慌てた後、顔を上げた。

「すまない……」

　ぶつかった相手は、落ち着いた重低音の声色で謝った。

　シンシアは相手の姿に見惚れて、一瞬言葉を失ってしまった。

　相手は美しい顔立ちの男であった。

　磨いた石炭のように黒く光り輝く黒髪に、切れ長の涼しい碧眼。

　中性的に見えるのは、襟足が少し長いせいかもしれない。

　だが、背は高く、しっかりと鍛えられた体つきから男性だということがすぐにわかる。

　男を見たまま惚けていると、ポタポタと滴が垂れる音にシンシアは足下へ視線を移した。

　シンシア自身もワインをかぶっていたのだ。ドレスは濃い紫に染まり、その滴は絨毯に垂れていた。

「大変！　そうだわ、染み抜き！　どうか染み抜きをさせてください！　ああ、でも絨毯が……」

　現実に戻されたシンシアは顔面蒼白になり、あたふたする。

　次第に、自分の情けなさに涙がにじんできた。

（今日の私ったら、いつも以上になんてドジなのかしら）

　震えるシンシアの肩を、男は両手で包んだ。

「レディ、落ち着いて」

　思わず頼ってしまいそうな、しっとりとした声だった。

「で、ですが……」

　男を見つめる。

　吸い込まれてしまいそうな、不思議な瞳だ。

　シンシアと同じ、青系統の瞳でありながら、深みのある色にずっと見つめていたくなる。

「俺は大丈夫だから。そうだ、レディ。そのドレスじゃ、舞踏会どころか帰ることもできないだろう。なにか着るものを用意させよう。よければそのドレスもこちらで処分しておくが……」

　男の申し出に、シンシアは首を左右に振った。

「いいえ……。どこのどなたか存じませんが、そこまでしてもらうのは申し訳ないです。それにこのドレスは姉にもらった大切なドレス。もしよろしければ、桶いっぱいの水と両手ほどの塩をいただければ、ドレスの染みと、絨毯の染み抜きをいたします」

「先ほども言っていたが、その染み抜きというのは君がするのか？　見るからに貴族の娘だろう？」

「はい。私がいたします。染み抜きは得意なんです。ですが……あなたの着ている白のジャケットはきれいにできる自信がありません。ですので、弁償いたします。少し、時間はかかってしまうかもしれませんが……」

　オドオドするシンシアを見て、男はクスリと笑った。

「おもしろい。貴族の娘なんて、みな澄ました顔でなにもしないものだと思っていた。君に興味が湧いた。水と塩、それに染み抜きをする場所を用意させよう。――それと、絨毯と俺の衣服については、気にしなくていい」

「そう言っていただけるのは助かりますが……。ですが、絨毯もそのままでいいだなんて、あなたは一体……」

　戸惑うシンシアに、男は口元を緩める。

　不思議な男だった。

　先ほどからの口振りや豪華な装いから、城の関係者であることは明白だ。それも高貴な位であることがうかがえる。

「そういえば、申し遅れたな。俺は……アル。アルと呼んでくれてかまわない。国王の補佐的役割をしている」

「こ、国王陛下の……！」

　驚きから声が裏返ってしまう。

　シンシアは半歩下がると、ドレスの端をつまみ、深くお辞儀をする。

「こちらこそ、大変失礼いたしました。私は、シンシア・サミュエルと申します。シンシアとお呼びください」

「わかった。堅苦しいのはもういい。さあ、こっちだ」

　アルはシンシアの腰に手を回した。

「あ、あの、どちらへ」

「染み抜きをするんだろう？」

　男に連れてこられた扉は、手すりが金色に輝いていた。

　扉の飾り彫りも美しく、豪華な部屋であることがわかる。

「ここは……？」

「使わない客間だ。ここで服を脱いで待っていろ」

（服を……）

　シンシアはとっさに身を固くした。

　扉を開く様子のないシンシアにアルは首を傾げる。

「どうした？　入らないのか？」

「いえ、その……」

　しどろもどろに答えるシンシアに、アルは察したようだ。

「すまない、女性に対して服を脱いで待っていろ、だなんて誤解を招く発言だな。配慮にかけていた。安心しろ。俺は君に危害をくわえない。心配なら、ここで少し待っていてかまわない」

　アルはそれだけ言うと、くるりと身を翻し、シンシアを残して引き返していった。

　シンシアは小さく息を吐くと、緊張がほぐれていく。

（私ったら、なんて失礼な態度をとってしまったのかしら……。アルさまは、本当に心の広い方なのね）

　ほどなくしてアルは、年配のふくよかな女性を連れて戻ってきた。

　廊下ですれ違ったメイドとは違う落ち着いた制服の女性は、手に桶を抱えている。

「私、長い間城に仕えているミドと申します。染み抜きをなさるのですね。お聞きしております。私がお手伝いいたしますわ」

　そう言ってほほ笑まれ、シンシアは驚いた。

　屋敷の使用人すら、目も合わせてくれず、ほほ笑まれたこともない。

　ほんの少しの仕草に、シンシアは心を開いた。

「シンシアです。よろしくお願いします」

　アルはその様子を見て、ミドの肩に触れる。

「では、ミド、よろしく頼む。俺は自分の服を着替えてくる」

「かしこまりました」

　そうしてアルはシンシアを見ると、口元だけ笑ってみせた。

「不安にさせて悪かった。それに、そのドレスも。……大事なものなのに、汚してしまってすまなかったな」

　シンシアは首を左右に振るった。

「いえ！　前を見ていなかったのは私ですし……。それにアルさまには、たくさんお心遣いをいただいて……。やはり衣服と絨毯は弁償いたします」

「気にするな。――じゃあ、予備の着替えも用意させておくから。ゆっくり汚れを落としていてくれ」

　そう言ってアルはシンシアに背を向けた。

（予備の着替え……？）

　アルの言葉に疑問を抱いていると、ミドがドアノブに手をかける。

「それではシンシアさま、中へお入りください」

「はい……ありがとう、ございます……」

　シンシアは初めて入る部屋にオドオドしながら足を踏み入れた。

　ミドによって明かりが点され、それが豪華な客間であることがわかると、辺りを見渡した。

（こんなに豪華な部屋が、あまり使われていないのかしら……）

　さきほどアルが言っていたことを思い出し、不思議になる。

「さあ、それでは染み抜きをお手伝いいたします」

　テーブルに桶を置いたミドが快活に言った。

　はきはきとした、気持ちのよい声が部屋に響く。

「ありがとうございます。でも……私、肌があまりきれいではなくて……。他の人に、裸を見られるのは、少し恥ずかしいんです」

　オドオドと言ったシンシアであったが、ミドは口元に手を当てて大げさに「まあ」と呟いた。

「ですが、シンシアさまにも専属のメイドがいらっしゃるでしょう？　ワインが乾いて染みになってしまうかもしれない緊急事態ですし、今は私のことを侍女とお思いください。それに肌がコンプレックスとのことですが、真珠のように美しい肌じゃないですか」

（……ワインが乾いて染みになってしまっては困るわ。それにミドさんも、アルさまに言われて手伝いにきてくれたのだからお断りするのは悪いのかもしれないわ……）

　シンシアは思い直し、向き直った。

「ありがとうございます。では、お手伝い、お願いします」

　自らショールのリボンをほどくと、白い肩が露わになる。

　同時に、痛々しい傷と痣が光にさらされた。

　ミドはなにも言わず、シンシアの背中を見つめていた。そのまま無言でドレスのホックに手を伸ばす。

　なにか言われると思っていたシンシアは、ミドの様子に戸惑った。シンシア自身も、毎朝支度のたびに鏡を見つめて溜め息をつくほど体の傷や痣はひどかった。無言に耐えきれず、口を開く。

「すみません、驚きましたよね……」

「たしかに、こんなに傷だらけの令嬢を見るのは初めてです。まあ、こんなところにも痣が……」

　ミドの手つきから傷や痣に触れないようにしてくれていることがわかる。

　シンシアは苦笑し、口を開いた。

「私、そそっかしくて、よく転んでしまうんです。痣も、先日階段から転げ落ちてしまって。だから、肌を見せるのが恥ずかしくて」

　シンシアは勘ぐられたくなくて、自然に嘘を口にした。

「背中にも細かな傷があります。それに見えにくいですが、やけどの痕も……。どれも痛かったでしょうね」

　ミドの言葉は優しく、シンシアの胸に響く。

（痛かった……？）

　思わず、ミドの言葉を心の中で復唱する。

　こんなふうに、誰かに気遣われたことはなかった。

　そう思うと、胸の奥が熱くなり涙があふれて頬を伝う。

　ミドの手がシンシアの肩に触れた。

「シンシアさま、こんなこと、使用人の私が尋ねるのは恐れ多いことですが、本当は誰かから受けた傷なのではありませんか？　よければ話してください。なにか、力になれるかもしれません」

「ち、違うんです。本当は……」

　シンシアは涙ながらに今までのことを呟いた。

　母が亡くなったこと、父が再婚して、義姉ができたこと。その義姉によく思われていないこと。

　ミドは持っていたハンカチを手渡してくれ、黙って話を聞いてくれていた。

　すべてを話し終わり、深く息をつくと、目尻の涙を拭う。

「すみません、急に泣いてしまって……でも、話ができてすっきりしました」

「私のほうこそ、聞き出すようなことをしてしまってすみません。……今まで誰にも言えなくて辛かったでしょうね」

　そう言ってミドはシンシアを抱きしめてくれた。

　突然のことで驚いたが、うれしさの後、急に恥ずかしさが勝って自分から腕を優しくほどいた。

「きっと、お姉さまとは気持ちがすれ違っているだけなんです。そのうち、うんとよくなるはずです。その証拠に、こうやって舞踏会にも参加させてくれたわけですし。それにこのドレスもお姉さまにプレゼントされたんです。ああ、そうです。早く染みを落とさなくては！」

　シンシアは大げさに慌ててみせるとリボンをほどき、ドレスを脱いだ。下着姿になるとドレスを抱え、テーブルの上に載せる。

「脱ぐのを手伝っていただき、ありがとうございます。まだワインが乾く前でよかったです。……そういえば、水のほかに塩も頼んでいたのですが」

　シンシアがそう言うと、ミドは思い出したかのようにエプロンのポケットから布製の巾着を取り出した。

「私としたことが忘れておりました。こちらですね。……それにしても塩で染みがとれるのですか？」

　不思議そうに見つめるミドから塩を受け取り、中を確認する。

　粒のそろった白い塩が十分すぎるほど入っており、シンシアは手ですくう。

「はい。染みの部分に塩を押し当てるんです」

　作業に取りかかると先ほどの悲しい気持ちはどこかへ消えていった。

　盛るように塩を置き、押し当てるとワインの色が移り始める。頃合いを見て、塩を流すと、染みはきれいに落ちていく。

　その様子を横で見ていたミドは目を丸くしていた。

「まあ！　こんなにもきれいに落ちるのですね」

「ミドさんが脱ぐのを手伝ってくれたおかげです。ワインが乾いていたらきれいには落とせなかったと思います」

「お力になれてよかったです。ではこちらはメイドたちにタオルで水気をとるように言ってきますね。着替えもお持ちしますわ」

「え、そんなにお世話になるのは……」

　シンシアはアルが言っていた『着替え』の意味を理解した。

　たしかに、染み抜きをすればドレスは濡れるだろう。アルはそのことを見越していたようだ。

　シンシアとしてはそのままドレスを着るつもりであったが、ミドは首を左右に振った。

「濡れたドレスをそのまま着るわけにもいきませんし、せっかくですからお化粧も直しましょう？　私がお手伝いいたします。それにこのドレスも舞踏会が終わるころにはお返しいたしますから」

（ドレスが乾くまでの間なら……）

　シンシアは控えめに頷いた。

「わかりました。よろしくお願いいします」

　シンシアの言葉に満足したミドはほほ笑み、足早に部屋を後にする。しばらくして戻ってくると、その手には豪華な藍色のドレスを抱えていた。

　シンシアは近寄って、ドレスに触れた。

　ツルツルとした触り心地のよい生地はわずかな照明の光でも反射して輝いている。今までシンシアが触ったどんな生地よりも上等な作りだ。

「こんな豪華なドレスを、一時的とはいえ、私に……？」

　シンシアは信じられないというようにミドを見る。

「ええ。そのように仰せつかっております」

　ミドのはっきりとした返答に、間違いはないことがわかる。

（このドレスを用意したのはアルさまなのね……。一体どれほど高貴な方なのかしら。見ず知らずの私にこんな上等な物を用意するだなんて）

　戸惑っていると、自然と難しい表情をしていたようだ。

　ミドが気持ちを和らげようとほほ笑んだ。

「大丈夫ですよ。こちらのドレスは後ろで調節できるので、体のラインにぴったり合うはずです。それに首もとまでレースがありますでしょう？　気にしていらっしゃった傷や痣も隠れますよ。……それともこのドレスは趣味ではなかったとお伝えしてきましょうか？」

　ミドの言葉に、シンシアは焦りから目を瞠る。

「い、いいえ！　気に入らないだなんて、そんなことはありません！　私にはもったいないほどのお品です」

「それはよかったです。では、着替えと化粧を手伝わせていただきます」

「……よろしくお願いします」

　ミドは手伝うと言ったが、結局のところシンシアはされるがままだった。

　あっという間に着替えさせられたかと思うと、ドレッサーへ案内されて目にも留まらぬ早さで化粧と髪を整えていく。

「やはり、若い女性のお世話は楽しいものですね。紅を引くとパッと顔色がよくなるでしょう？」

　ミドの言う通り、鏡に映る化粧をされたシンシアは血色がよく見えた。

　自然と背筋が伸びる。

「ミドさんは、なんでもできるんですね。魔法みたい……」

「おほめいただき光栄です。これでも、こんなお化粧くらいなら序の口なんですよ。髪結いも、もっと豪華にすることができます。今回はお時間が限られているのが残念です」

「そうなんですね。私もどんなふうに豪華になるか見てみたかったです」

　シンシアは機敏に動くミドの手を鏡越しに見る。

（ミドさんが本当に私のメイドならいいのに）

　それが無理な願いであることはシンシアが一番わかっていた。

　今後関わることがない他人だから、シンシアも本音を言うことができたのだ。もし自分の屋敷のメイドが優しかったとしても、気持ちを吐露することはできなかっただろう。

　シンシアは浮かない表情でうつむいた。

　ミドはシンシアの心情など知らず、部屋の外へ足を向ける。

　そうして扉を開くと「まあ」と大きな声を上げた。

「ずっとそこで待っていらしたのですか？」

「そうだ。それで用意は終わったのか？」

　ミドと会話している不機嫌そうな声が、アルだとわかったシンシアは礼を言いたい一心で立ち上がり、ドアへ向かっていった。

　そうしてドアの隙間から顔を出した。

「あ、あの！」

　そのとき、アルと目があった。

　アルは突然顔を出したシンシアに驚いたようで目を瞠ったが、口角を上げた。

「よく似合っている。きれいだ」

　ストレートにほめられ、シンシアの頬は赤く染まった。

　こんなふうに容姿をほめられることは初めてだった。

「あ、ありがとうございます。ドレスが乾くまでとはいえ、こんな豪華なものを着せていただけるなんて……夢のようです」

　自然と笑顔になれた。

（こんなに楽しくてうれしい気持ち、いつぶりかしら）

　思えばシンシアは母が亡くなってから、心の底から楽しいという気持ちは薄くなっていた。

　アルもつられたように、ほほ笑む。

「シンシアは笑顔が愛らしいな。周りにパッと花が咲いたように華やぐ」

　次から次へと出てくる甘い言葉に、シンシアは苦笑した。

「ほめすぎです。たしかに、ミドさんの化粧のおかげで顔色はずいぶんよく見えますけれど……」

「俺は世辞を言うようなヤツじゃないぞ。……そうだ、どうせなら今からホールへ行かないか？」

「ホールへ、ですか？」

　シンシアは表情を曇らせた。

　ついさきほど、笑われ、孤立してしまった場所。人酔いをしたのもあるが、逃げるように出てきたのだ。

　見た目や服装が変わったところで、気持ちは進まない。

「浮かない表情をしているな」

　アルは苦笑すると、シンシアの結った髪から落ちた毛束を耳にかけてくれる。

「そんなことは……」

　視線をそらすと、アルはシンシアの手を取って、手の甲にキスをした。

「では、シンシア、よければ俺と一曲踊ってくれないか？」

　突然のキスに、シンシアは顔を真っ赤に染めた。目を見開いて、何度も瞬きをする。

　手は握られたままだ。

「わ、私とですか？」

「いやか？」

「そういうわけではありません！　アルさまのような高貴な方でしたら私じゃなくとも……」

　シンシアが焦り、やや早口に話すとアルは眉間にうっすら皺を寄せる。

「そんなに自分を卑下するな。それとも、ダンスが苦手なのか？」

　平常でも切れ長な青い瞳は細められ、シンシアをジッと見つめる。

　睨まれているようにも、機嫌をそこねたようにも感じる。

（こんなにいろいろしてもらったんだもの。応えないほうが失礼かしら……）

　シンシアはアルに対して、作り笑いをした。

「……そうなのです。ダンスが苦手なんです。それでもよければ……」

　するとアルの表情が明るくなった。

　睨まれていると感じた目も、犬や狐が笑ったように細められる。

「それならば心配することはない。俺はダンスが上手いんだ」

「足を踏んでしまうかもしれませんよ？」

「そんなに不安なら、わざと踏もうとしてみればいい。上手く避けてみせよう」

　どこまでも自信満々に言うアルに、思わず笑ってしまった。

「ふふふ、わかりました。もちろん、わざと足を踏むようなマネはしませんが、ダンスが本当に下手なんです。踏んでしまったら、ごめんなさい」

「では、俺と踊ってくれるんだな？」

　アルは目を輝かせて言った。

（一見、怖い人のように映るけれど、案外表情に出やすい人なのかもしれないわ）

「はい、よろしくお願いします」

「こちらこそ、楽しいひとときにしよう」

　アルはシンシアに腕を出してみせた。

　腕を組んで歩くのだと気付いたとき、シンシアは頬を染めながらも、控えめに指先を乗せる。

「では、いってくる」

　アルはミドに小さく頭を下げたので、シンシアも慌ててそちらへ向いた。

「私もいってきます。こんなにきれいにしてくださって、本当にありがとうございました」

　ミドもまた二人に頭を下げると、ほほ笑んだ。

「いってらっしゃいませ」

　ミドに背を向け、二人は廊下へ進んでいった。







　シンシアは内心疑問でいっぱいだった。

　廊下ですれ違う人たちは、皆、足を止めて頭を下げる。

（それほどアルさまは高貴な方なのね……）

　ホールの入り口が見えてくると、扉が開くたびに音楽が漏れて聞こえてくる。

「さあ、行こう」

　アルが楽しそうに頬を緩めるので、つられて頷くと、二人ともやや早歩きになりホールへ入っていった。

　組んでいた腕ははずれ、アルによって手を繋がれる。

　がっしりとした大きな手がシンシアの手を包む。

　アルが手を引き、会場の中央へ引き連れていく。踊っている人々の間を縫うようにして歩き、そうして隙間を見つけると立ち止まり、向かい合った。

　アルの腕が自然にシンシアの腰に回る。

（ほ、本当に踊るのね……）

「シンシア、肩の力を抜いて」

「は、はい！」

　耳元でささやかれシンシアは肩を震わせた。しかし、すぐに深呼吸をし、言われた通りに力を抜く。

「そう、その調子だ」

　優しい声で子どもをほめるようにアルは言った。

　シンシアが覚悟を決めようとしたそのとき、腰に回されたアルの腕に、ほんの少し力が込められた。

　するとシンシアの足が意志とは関係なく前へ出る。

（え……）

　戸惑いながらも、次のステップを踏んでしまう。

　シンシアは思わず顔を上げた。アルは目が合うと、にっこりほほ笑み口を開く。

「な？　俺はダンスが上手いだろう？　上手い相手と踊ると勝手に足が動くんだ」

　小声で言われ、シンシアは頷いた。

「は、はい。驚きました。力を抜いているだけで、自然と足がでます。ダンスを楽しいって思えたのは初めてです」

「男性のリードが上手いと、女性は知らない曲でも踊れるんだ。こんなふうに」

　アルはそう言って、シンシアをその場でくるりと一回転させた。

　シンシアが回ると、藍色のドレスがふんわりと広がり、人の目を引く。

「あれ、アルフレドさまじゃないかしら」

　ふと、音楽に紛れて、そんな声が聞こえてきた。

　すると次第にダンスを眺めていた人々がざわついてくる。

「本当だわ。王子のアルフレドさまだわ！」

　ほかの人も声を上げる。

（王子……？）

　シンシアの頭の中で、今までの疑問が一気に解決した。

　彼の常に自信満々な態度や、服が汚れても笑って許せる寛大さ、そしてシンシアに渡した豪華なドレス。

（この人が、王子さまなんだわ。だから、廊下ですれ違った人たちも、頭を下げたのね）

　とっさに繋いでいた手の力が緩んだが、アルフレドによって強く引き寄せられ、ハッとする。

（ダンスを途中でやめるなんてできない。恥をかかせてしまうわ……）

　音楽がゆっくりになり、それに合わせてダンスの歩調も穏やかになっていく。

　音がやみ、ダンスを終えると見ていた人たちが拍手をした。今まで踊っていた人たちも、二人へ振り向き、拍手を送る。

　アル――アルフレドは慣れた様子で周りの人たちへ手を振って答えた。シンシアも立ち呆けていられず、慌ててドレスの端をつまみ、頭を下げる。

　するとアルフレドはシンシアの肩に手を置いて、耳打ちをした。

「すまない。大臣に呼ばれてしまった。すぐに戻るから壁際で休んでいてくれ」

「わ、わかりました。ですが……」

　シンシアのか細い声は、離れていくアルフレドには聞こえないようだ。彼の背中はそのまま人波に消えてしまう。

「お相手の女性は誰かしら」

「すてきなドレス」

「見て、あの髪型。私もマネしてみようかしら」

　シンシアをうらやむ声が聞こえてくる。

（着ている服や化粧を変えただけで、こんなにも周りの声は変化するのね）

　ミドの化粧や、この豪華なドレスがほめられることは心の底からうれしかったが、なんだか複雑な気分だ。

　周りの視線に耐えかねて、言われた通りに壁側へ向かう。

　それでも視線から逃げ切ることはできず、居心地の悪さにうつむいた。

「シンシア！」

　よく知った声に呼ばれ、シンシアは顔を上げた。

「お姉さま！」

　声のするほうへ振り返ると、急いできたのか息を切らしたアイリンがいた。

（そうだわ。この後、お姉さまに、アルさま――アルフレドさまを紹介しよう。お姉さまは結婚したいと言っていたし、きっとよろこんでくれるはずだわ）

　見知った顔にホッとしたシンシアはゆっくりとアイリンに近づいていった。

　しかしアイリンにキッと睨まれ足を止める。

「さっきのは、なに？　アルフレド王子と踊るだなんて、私への当てつけのつもり？」

「え……」

　アイリンは吠えるように続けた。

「どうせ、色目でも使って取り入ったんでしょ？　それとも義姉にイジメられていますとでも泣きついたの？　ダサいドレスを着せられて、会場で笑われていますって？」

「……」

　言葉が出ない。

　ミドに怪我のことを怪しまれ、アイリンのことを打ち明けてしまった。

　別に悪者にするつもりはなかった。心の底から、アイリンとはいつかわかりあえると思っていた。ただ、現状が辛くて口走ってしまっただけだ。

　別にアルフレドには色目も使っていないし、流行遅れのドレスをもらったことも恨んでいない。

　ただ、姉のことをミドに打ち明けてしまったのは事実で、『そんなことはない』と即答できなかった。

　ためらったシンシアを見て、アイリンは確信したように鼻を鳴らす。

「そうやって私のことをいつも見下していたんでしょ！」

「そ、そんな、誤解です！　私、ずっとお姉さまとは仲良くなりたいって思って……」

「そんなの嘘よ！」

　ようやく絞り出した言葉も、アイリンの金切り声で消されてしまう。

　周りの視線も集中していた。

　みんな、遠巻きに二人のやりとりを見つめているのだ。

　そんなことを気にする余裕もないアイリンは怒りで顔を真っ赤にさせていた。いつものひどい癇癪である。

「私は……あんたのことなんか、大嫌いだった！　仲良くなれるなんて、一生無理なのよ！」

　アイリンは血走った目で、テーブルに置かれた空のワイングラスを手に取った。

（この会場で癇癪を起こして物を投げる姿を見られるのだけは、防がないと！）

　野次馬はアイリンの興奮した状態を、ただ二人の女性が口論しているだけと思っていたが、シンシアは違った。

　そうして、逃げることなくアイリンへと向かっていった。ワイングラスが手を離れる前に、取り上げようと思ったのだ。

　しかし、後ろから誰かに手を掴まれ、引き寄せられた。

　シンシアは、ただ、アイリンに視線を向けたまま、彼女の手からワイングラスが離れるのを見ていることしかできなかった。

　たたき落とすようにしてワイングラスが床に投げつけられた。

　割れる音とともに、どこからともなく女性の悲鳴が響く。

　粉々に割れたガラス片が、シンシアの頬をかすめた。

　アイリンは我に返ったようであった。とんでもないことをしたとでもいうように、呆然として、肩を震わせている。

（間に合わなかった……）

　シンシアも絶望していた。

　そうして引き寄せた相手に怒りを覚えていた。未だ繋がれた手をふりほどき、相手の顔を見る。

　アルフレドであった。

　アルフレドが心配そうな目でシンシアを見たかと思うと、彼の青い瞳がふと鋭くなった。

「血が……」

　アルフレドは呟き、シンシアの頬を親指の腹で拭う。

　顔を上げてアイリンを見据えると、気迫のある声で言った。

「俺の花嫁になにをする！」

　辺りは静まりかえった。

　アルフレドの言葉に、シンシアさえも理解が追いつかずただ呆然と彼の顔を見つめている。

（今……なにを……。私のことを花嫁と言ったの……？）

　何度頭の中でアルフレドの言葉を繰り返しても理解することはできなかった。

「衛兵、この女を捕らえて牢へ入れろ」

　続けられたアルフレドの言葉に、駆けつけた衛兵がアイリンの腕を掴む。

「やめて！　触らないで！　痛い！」

　じたばたと暴れるアイリンに、シンシアはハッとして、駆け寄ろうとした。

　アルフレドが再びシンシアの腕を掴む。

「やめてください！　彼女を離してあげてください！　この人は、私の姉です！」

　訴えるシンシアに対して、アルフレドはまだ怒りが収まらない様子だった。

「君の姉だとしても、我を忘れて暴れていた一人の女性でしかない。君も冷静になるために、この場を離れた方がいい。傷の手当てをしてもらうんだ」

　アルフレドは静かに言うと、近くにいた衛兵の一人にシンシアを押しつけた。

「彼女を医務室に」

　しかし、シンシアは任された衛兵の手を振り払う。

「お願いです、お姉さまにひどいことをしないでください……」

　訴えるシンシアの言葉にアルフレドはなんの反応も見せず、アイリンへと視線を向けただけであった。

　シンシアもまた、衛兵に腕を掴まれ、ホールを後にする。

（どうして……どうして、こんなことになってしまったの……）

　廊下を歩きながら、先ほどのことを振り返る。

　もう少し早くアイリンに近寄ることができれば、グラスを投げつけられることはなかったかもしれないのにと後悔し、身に覚えのない『花嫁』という言葉を口走ったアルフレドに戸惑いを感じていた。

（これから、私たちどうなってしまうのかしら）

　なにごともなく屋敷に帰れるとは思えなかった。

（しかも……アルフレドさまが王子だなんて……）

　なぜ、アルフレドが『花嫁』などと言ったのか、シンシアにはわからない。

　衛兵に医務室へ案内されても、シンシアの心はもやがかかったままだ。

　しばらくして、ミドが顔を出してくれた。

「シンシアさま」

　ミドはシンシアへ駆け寄り、手を握る。シンシアはミドの柔らかな白い手に触れると、母を思い出してほんの少しホッとした。

「ごめんなさい」

　そう話し始めたのはミドであった。

「実はシンシアさまのお着替えを、アルフレドさまから受け取ったときに、あなたの身の上を報告しました。アルフレドさまも首もとから痣を確認していたようで、尋ねられて、なにかあなたの役に立てればと思ったのです。アルフレドさまも、私の話を聞いてたいそう心配なさっていました。勝手なことをしてしまい申し訳ありません」

　謝っているミドを責める気にはなれない。

　ミドの職業柄、アルフレドに報告することは必要なのだろうと理解できる。

　だが、心を整理することはできない。

（もとはといえば、私が話してしまったことがいけなかったのよ。家の問題を……外に出した私が悪いの……）

　なんとか自分を納得させようとする。

「ミドさん、私は今、姉のことが心配なんです。なんとか助けることはできないでしょうか」

　ミドの表情は曇る。

「すみません。私ではできません。それができるのはアルフレドさまか、国王陛下だけでしょう」

「そんな……」

　騒動のとき、アルフレドに懇願したシンシアであったが、返ってきた言葉は冷たいものであった。

　たしかにアイリンは理由はどうあれ、舞踏会を台無しにしたのだ。裁かれても仕方がない。

　暗い表情のシンシアに、ミドは心配そうな表情をしていた。

「シンシアさま、頬から血が出ています。手当てをしましょう」

「……ありがとうございます」

　ミドの手によって、手当てを受けていると、ノックもなしに扉が開け放たれた。

　入ってきたのはアルフレドである。

　眉間に皺を寄せて怒っているような表情でシンシアに駆け寄った。

　アルフレドの襟足の長い黒髪がなびく。座って手当てを受けるシンシアの目の前で片膝をついた。

「大丈夫か？　ほかに怪我はないのか？」

　アルフレドが悪いわけではないとわかっているシンシアであったが、まだ気持ちを整理することができず、顔をそらした。

「……平気です」

「なにをそんなに怒っているんだ？」

　ガーゼを貼られた頬に触れようとしたアルフレドの手を、シンシアはわざと避けた。

「怒ってはいません。お姉さまが、心配なんです」

「どうしてあんな姉なんかをかばう？　俺は君に冷静になれと言った。まだ時間が必要か？」

　アルフレドの何気ない言葉に、シンシアは苛立ちを覚えた。

（~あんな姉~なんか……？）

「私は、冷静です。家族を心配することは普通のことです。アルフレドさまこそ、冷静には見えません。私のことを、自分の花嫁だなんて公然とおっしゃったではないですか。私は身に覚えがありません」

「あれは……とっさに。そうすれば君を守れると思った」

「私を……？」

　ふつふつと湧いた怒りが、一瞬で収まってしまった。

　王子の花嫁となれば、誰も手出しをすることはできない。

（あの騒動を治めるためではなく、私を助けるために言ったの？）

　アルフレドは立ち上がり、背を向けた。

「ほかに怪我もないようで安心した。俺に言い返せる元気があるなら大丈夫だろう。今後のことは明日話そう。姉については……丁重に扱い、解放するように努める。君も今日は体を休めるんだな。――ミド、部屋へ案内してやってくれ」

　そう言って振り返らないまま、医務室から立ち去っていく。ミドは返事をし、アルフレドが扉を閉めるまで頭を下げていた。

　シンシアは、ただ呆然と彼の背を見つめていた。

（私の、ため……）

　頬に貼られたガーゼに触れる。

　アイリンがワイングラスを投げたとき、アルフレドは抱き寄せて助けてくれたのだと理解した。そして、傷ついたシンシアの頬を見て、ショックを受けて彼は怒ったのだ。

　ミドに部屋へ案内され、アルフレドが善意で行動したことを諭された。

　シンシアは力なく、それを聞き、頷いた。

　夜、ベッドに入り眠ろうとすると頬の傷跡がジンジンと痛んだ。

（私……痛みを今まで感じないほど冷静じゃなかったのね。アルフレドさまの言う通りだったわ。――明日の朝、アルフレドさまに会って心から謝罪しよう）

　豪華な客室に、慣れないふかふかのベッド、触り心地のよい夜着に身を包み、シンシアは一人、眠りについた。







　翌日、シンシアはミドに、アルフレドともう一度話をしたい旨を伝えた。するとアルフレドもそのつもりだったらしく、昼すぎに会えることになった。

　衣装も用意され、ミドに手伝ってもらいながら身支度をする。

　ミドから手渡された白いドレスは昨日のものよりもシンプルな作りだが、動きやすく着心地がよかった。

　シンシアは未だに、自分が城に泊まったことを信じられないでいた。今もまだ、長い夢を見ているようだ。

　いつもならば物置のような小部屋で眠っていた。衣服にしても、数少ない物を自分で毎日洗い、生地だってゴワゴワになっていた。

　だが、今は豪華で広い部屋に泊まり、美しいドレスに身を包んでいる。

　城に泊まることは、同世代の女性であれば誰もがよろこぶものであるが、シンシアはよろこべないでいた。

　自分のせいで捕らえられてしまったアイリンのこと、そしてシンシア自身がどうなってしまうのか不安で仕方がなかったのだ。

（アルフレドさまに、昨日の非礼を詫びよう。それから先のことは……私にはわからないわ）

　約束の時間になり、アルフレドの部屋までミドに案内してもらう。

　ミドがノックをして、中から返事があると扉が開かれた。

　シンシアが昨晩泊まった豪華な部屋とは違い、アルフレドの自室は落ち着いた雰囲気であった。

　ベッドに、ソファ、分厚い本が積まれた机。本棚は壁の一角を埋め尽くし、そのどれもがシンシアが見たこともないような難しい本ばかりだ。

　アルフレドはソファに座るように促した。

「ありがとうございます。それに、お時間も作っていただいて……」

　ソファに腰かけると、アルフレドもテーブルを挟み向かい合う形で座った。

　アルフレドは真剣な面持ちで首を左右に振る。

「いいや。ミドに聞いたと思うが、俺ももう一度しっかり話し合うべきだと思っていた」

「私も、昨日の非礼をお詫びしたく思っておりました。アルフレドさまのおっしゃる通り、私は冷静さにかけていました。アルフレドさまは私を助けてくださったのに、失礼な態度をとってしまって……。姉がワイングラスを投げたあのとき手を引いてくださり、ありがとうございました」

　シンシアは頭を下げると、アルフレドは慌てた様子を見せる。

「よせ。顔を上げてくれ。一晩経って、俺も誇れるようなことはなにもできていないと思い知った。助けたつもりが、シンシアを傷つけていた。姉上についても安心してくれていい。今ごろは屋敷についているだろう」

「そう、ですか……」

　安堵でホッと息をつくものの、アルフレドの表情は曇ったままだ。

「それに、これからのことを話したい。それについて、君にたくさんの迷惑をかけてしまうことを今から謝罪する。すまない」

　アルフレドが真剣に言ったので、シンシアの心はざわついた。

「そんな……謝らないでください。それで、その、これからのことというのは？」

　アルフレドが重々しく話した内容は、一年間恋人のふりをしてほしいということであった。

　一国の王子が、人々の前でシンシアを『花嫁』であると公言した。

　理由はどうであれ、その発言を簡単に撤回することはできない。

　それは国の信用問題にも関わり、シンシアやその家族に迷惑がかかることが明白であった。

　だからこそ、今は交際期間であるという体をとり、一年間城で暮らし、偽りの恋人でいてほしいというのがアルフレドの願いであった。

「もちろん、城で暮らす間、シンシアに不自由な思いはさせない。ほとぼりが冷めるまででいいんだ」

「一年後は、どうするのですか？」

「俺自身が相手を見つけて結婚をする。交際期間中に、馬が合わず、破局したということにするつもりだ。その後、君には土地と、屋敷を授けよう。巻き込んでしまった罪滅ぼしに、生涯暮らせるだけの保証はするつもりだ」

（そう……なのね。ほとぼりが冷めるまでの偽りの恋人。アルフレドさまが、私のことを気遣っているとわかるわ……）

　その提案を聞いても安堵するどころか、シンシアの胸はズキズキと痛んだ。

　ふと机の上に積まれた本や、本棚が視界に入る。

　一つの発言に責任がつきまとう立場にいる人なのだと理解する。生まれ持っての環境に応えるように生きてきた人なのだ。だからこそ、シンシアの胸の奥に疑問が湧いた。

「なぜ、私にそこまでしてくださるのですか？　あのとき、私を助けなければこんなことにはならなかったはずです。ミドさんから、私の身の上を聞いたからですか？」

　思い返してもアルフレドの行動は、過干渉に感じた。

　衣装が汚れたにもかかわらず、シンシアを責めず、着替えをあてがい、一緒にダンスまで踊った。シンシアの窮地を救い、傷ついたことに怒り、結果的に失言をした。

　シンシアがかすかに知っている王子という人柄は、聡明で浮いた話もなく次期王として期待されている存在だということくらいだ。

　だからこそ、アルフレドを目の前にして、彼の考えを理解できないでいた。

　質問されたアルフレドは視線をそらす。

「ミドから報告を受けて、かわいそうだと思ったことは事実だ。でも、それ以前に、廊下でぶつかったとき、君に一目惚れしていた」

　シンシアは突然の言葉に目を見開いた。

（一目惚れ……？）

　反応のないシンシアをよそに、アルフレドは続ける。

「話していくほどに、興味がそそられた。貴族令嬢でありながら自分で染み抜きをすると言うし、表情がころころ変わる様子も見ていて飽きない。それに、俺が選んだドレスを着た君は舞踏会にいた誰よりも美しかった。だからこそ、君を守りたいと思った。出会ったばかりだが、体に痣や傷があると聞いたときは、胸が締め付けられるように痛んだ。……だから、君が頬から血を流しているのを見て、柄にもなくカッとなってしまった」

　アルフレドの言葉の節々から、好意が伝わってくる。

　だが、それをうれしいとよろこべる余裕はなかった。

　困った表情をしているシンシアに、アルフレドが苦笑する。

「すまない。君を困らせてしまった。君を助けた理由は俺が一方的に好意を寄せている、それだけだ。ただ俺の気持ちが空回りして、君を傷つけてしまった。恋人役は本当に形だけのものだ。いまさら俺を好きになってくれだなんて言えないし、望んでいない。嫌われても仕方がないようなことをしていると理解している」

「嫌いだなんて、そんな……」

　言葉は続かず、黙ってしまう。

（なんて答えていいのかわからないわ。ただ、私はいるだけでいいという事実に、胸が痛い）

　一国の王子の提案を、シンシアは拒否できない。

「……わかりました。お受けいたします」

　アルフレドはそれを聞いて安堵したように表情を緩めた。

「シンシアがそう言ってくれてよかった。国王にも形だけの恋人であることは俺から伝えておく。必要な物はなんでも遠慮せずに言ってくれ。城での暮らしは退屈になることだと思う。どうせなら趣味を謳歌してくれ」

「必要な物や趣味、ですか……。特にこれと言って思いつきません」

「ほしい物や、趣味がないのか？」

　アルフレドに聞き返され、シンシアは改めて少し考えたが、首を左右に振った。

「はい。こんなふうに、すてきなドレスと部屋を与えてもらえるだけで十分です。こだわりも、趣味もありません」

「普段、シンシアはどのように生活しているんだ？　日々、楽しみにしていることは？」

「普段は……」

　言いかけて、口をつぐんだ。

　舞踏会に参加するまでの暮らしは、掃除に洗濯、針仕事までしていた。

　使用人がいるにもかかわらず、アイリンに呼び出され、奴隷のように扱われていたのだ。趣味を楽しむ時間はなかった。毎日生活することに精一杯で、楽しみといえば家族が幸せになる空想ばかりだ。

　そんなことを、とてもではないが正直に話すことはできない。また心配されてしまうことが怖かった。

　だからといって、ちょうどいい嘘も見つからない。

（私……空っぽなんだわ）

　シンシアは再び話し始める。

「普段から、特になにもしていません」

「……シンシア、お節介かもしれないが、これをいい機会だと思ってはくれないだろうか。この一年を、自分の幸せのために使ってはくれないか？」

「私の、幸せ、ですか？」

　シンシアは驚き、数回瞬きをした。

　アルフレドの表情は真剣そのものだ。

「そうだ。好きなことや好きな物を見つけるんだ。君はなにかと、姉や家族を大事に思っているようだが、自分のことは大事にしていないように感じる。俺は、さっきも言ったように君に惚れている。君には、幸せになってほしいんだ」

　アルフレドの指摘は、シンシアの心を傷つけた。

　言われた通り、家族のことを大事に思っているが、自分のことはないがしろにしていた。自分さえ我慢すればといつも思っていた。

　だからこそ、シンシア自身を気にかけられ、どうすればいいかわからず、言葉を失ってしまう。

　うつむくシンシアに、アルフレドは深く息をついた。

「すまなかったな、出過ぎた言い方をした。でも、さっきの言葉は俺の本心であり、お願いみたいなものだと思ってくれてかまわない。命令でもない。だが、君が望むなら、いくらでも手助けするつもりだ」

　そう言って、アルフレドは立ち上がる。

「では、俺は少し用がある。君には昨日泊まった部屋を正式にあてがうつもりだ。それに、侍女としてミドをつけよう。君は彼女に心を開いているようだから」

「……ありがとうございます」

　ドアへ向かうアルフレドの背に、シンシアは小さな声で言った。










第二章

幸せや将来について











　アルフレドと話がまとまったその日の夕方に、シンシアは王と面会することとなった。初めての近くで見る王の姿に圧倒されてしまい、緊張で挨拶さえぎこちなくなってしまう。

　すでに二人の関係が偽りの恋人だと聞いていた王は人払いを命じると、シンシアに謝罪した。

　アルフレドから、王に会ってほしいと言われたときも驚いてしまったが、謝罪されたことでシンシアの頭の中は真っ白になってしまい、言葉がでてこない。

　王から「アルフレドの言動で、王家の問題に巻き込んでしまい申し訳ないが、この関係は誰にも悟られないようにしてほしい」と言われ、やっとのことで返事をすることができたが、声がうわずってしまい、恥ずかしい思いをした。

　それから三日が経った。

　アルフレドの言う通り、城での生活はシンシアにとって退屈そのものだ。

　王から『誰にも悟られないように』と言われたシンシアは人目を気にするあまり、部屋の外を歩くのも気が引けてしまう。

　ミドの配慮で、食事や湯浴みは部屋で行ったが、その優しさがよりいっそうシンシアを孤立させる。

　話す相手といえばミドと朝夕に会いにきてくれるアルフレドしかいない。

　ミドには心を許していたシンシアだが、日中ずっと同じ部屋にいても気を遣う。

　そのため、必要なときにしか呼ばなかった。

　そして、朝夕必ず会いにきてくれるアルフレドに対しても、話題がなく、ほんの数分顔を合わせるだけだ。アルフレドもまた、ミドの淹れた紅茶を一杯飲んだら部屋を出るというようになっていた。

　四日目、昼食をとったシンシアはソファでまどろんでいた。

　城で暮らすようになって、やることもないためか、シンシアはよく眠るようになった。

　まるで今までの疲れを癒やすかのように眠る。

　この部屋にはシンシアを虐げるものはなにもない。

　そのおかげか以前より肌艶はよくなり、顔色も明るい。

　そしてなにより、心に余裕ができ、考える時間が増えた。

　アイリンのこと、父のこと、継母のこと、そしてアルフレドの言った『自分の幸せ』について繰り返し考えるようになった。

　シンシアはアルフレドの言う通り、今まで家族のことばかり考えて生活してきた。

　家族と距離が離れたことにより、自分のことを客観的に考えられるようになり、シンシア自身もその心の変化に気付き始めている。

　それにアルフレドの言う『自分の幸せ』にも興味が湧いた。その一方でそれがなにかシンシアには想像もつかず、身動きが取れない日々を過ごしていた。

　シンシアは窓から射し込む夕日で目を覚まし、後悔する。

（私ったら……またこんなにも眠ってしまったのね）

　肩にはブランケットがかけられていた。ミドがかけてくれたのだろうと思うと、心が少し温かくなる。

　ふと、ドアがノックされた。

　返事をすると扉の隙間より顔を出したのはアルフレドだ。

　すぐにミドがやってきて、紅茶の用意をし始める。

「今日はどうだった？　なにか不自由はなかったか？」

　夕方にやってくると、いつもアルフレドが口にする台詞であった。

「はい。今日もなに不自由なく平穏でした」

　シンシアもまた、いつものように応える。

　そうして、話題もなく沈黙の中紅茶を飲むのだが、今日は違った。アルフレドが、テーブルの上にマチ広の茶袋を置いたのだ。

　シンシアは、首を傾げる。

「これは……？」

「シンシアにプレゼントだ」

「私に、ですか？」

　戸惑いながらも茶袋に手を伸ばし中を見ると、分厚い本が二冊入っている。

「シンシアが退屈しているんじゃないかと思ってな。城下町で流行っている小説らしい。もし興味がないなら読まなくてもいい」

「いえ、うれしいです。ありがとうございます」

　シンシアは本心からうれしいと思った。

　毎日本当に退屈であったし、眠りすぎることにも罪悪感を覚えていた。

　シンシアの返答にアルフレドは満足したように頷き、紅茶に手を伸ばす。

「そうか、それならよかった」

　そうして、一気に飲み干すと立ち上がった。

「また、明日の朝に顔を出す。おやすみ」

「おやすみなさいませ。本、ありがとうございます。大事に読みます」

　アルフレドを扉まで見送った後、ソファへ戻るとさっそく本を読み始める。

　屋敷で暮らしていたときは雑用ばかりで本を読む時間もなかったが、今はそれを気にする必要もない。本は上下巻のセットであったが、シンシアは夜更かしをして一晩で一冊を読み終えてしまった。

　朝、寝ぼけ眼をこすりながら読み終えた本の内容に浸っていると、ドアがノックされ、返事をすればいつものようにアルフレドが入ってきた。

「昨日は、すてきなプレゼントをありがとうございます。さっそく一冊を読み終えてしまいました」

　シンシアは立ち上がり頭を下げる。

　いつもなら定型文のような会話と沈黙がほとんどであったため、アルフレドは面食らったようであった。

　しかし、よろこんでもらえたのがうれしかったのか、アルフレドはほほ笑んだ。

「そうか、それはよかった。おもしろかったのか？」

「ええ、それはもう。ページをめくる手が止まりませんでした。今日は続きを読もうと思っているんですが、読み終えてしまうのがなんだかもったいなくて」

「読み終えたら、また別の本をプレゼントする。……それよりも、そんなにおもしろい本なのだな」

　アルフレドはテーブルの上に置かれた本に手を伸ばし、そのままページをめくると読み始めた。数ページ読んだところで手を止める。

「……なるほど、たしかにおもしろい。夕方、この続きを読みにきてもかまわないだろうか」

「え、ええ。もちろん、かまいませんが……。よければ、上巻は読み終えたのでそのままお持ちいただいても」

「いや、持っていったら公務が手につかなくなりそうだ。それに、夕方に読むという楽しみがあるのもいいだろう」

「わかりました。楽しみがあるとがんばれますものね」

「そういうことだ。では、また夕方に会いにくる」

　アルフレドは本を閉じ、立ち上がった。

　部屋を出ていくアルフレドに頭を下げ、扉が閉まるとシンシアは先ほどの会話を思い返す。

（今日は自然に会話ができた気がするわ。……夕方には本を読みにいらっしゃるのよね。なんだか、楽しみだわ）

　シンシアはその日、本の続きを読み進め、充実した時間を過ごした。

　昨日までの漠然とした不安を抱く時間が減り、物語の世界に没頭する。

　それに本から顔を上げたとき、ふとアルフレドのことを思う。

　彼がこの本をどういう経緯で手にとったのか、自ら書店で購入したのかを考えると、胸の奥が優しい気持ちであふれた。

（アルフレドさまは……本当に優しい方だわ）

　本をぎゅっと抱きしめる。

（いいえ……思い返せば、あの方はずっと私に親切だった。舞踏会の日も、その後も、ずっと……。私が、アルフレドさまにたいして、不誠実だったのよ）

　アルフレドの言った『自分の幸せ』という言葉が頭の中によみがえる。

　今、本を読んでいる時間はシンシアにとって幸せだと思う。

（幸せ……）

　シンシアは本の表紙を撫でる。

（私……アルフレドさまの前で、もっと誠実で正直になりたいわ）

　夕方、アルフレドは話していた通り、シンシアの部屋で本の続きを読んだ。いつもなら紅茶を飲み終えたらすぐに去ってしまうが、その日は日が暮れるまで過ごした。シンシアもまた本の続きを読み、特に会話をするわけでもなかったが、二人とも穏やかな時間を過ごした。

　次第にそれが二人の当たり前に変わっていく。

　朝は挨拶と、少しの会話。夕方はともに読書をする。

　シンシアが本を読み終えそうになれば、アルフレドが新しい本をプレゼントした。アルフレドが読み終えれば、本の感想に花を咲かせる。

　アルフレドからのプレゼントは本だけではない。

　時々「城下町で流行っているらしい」と言って菓子を持ってくることもあった。

　甘い物を口にする機会が少なかったシンシアは、そのおいしさによろこんだ。

　ともに過ごしているうちに二人の距離はゆっくりと近づいていった。

　シンシアもまた、出会ったときから変わらず気にかけてくれるアルフレドに心を開き、よく笑うようになったのだ。







　それから半年が経ったある日、アルフレドが小さなタルトを持ってきた。ミドがティーセットを用意し、二人はテーブルを挟んで向かい合い座る。

　シンシアはもらったタルトを食べながら表情をほころばせた。

「アルフレドさま、このタルト、とってもおいしいです」

　アルフレドはタルトをほおばるシンシアを見つめて満足げにほほ笑んだ。

「気に入ってくれてよかった。城下町にはおいしい物がたくさんある。今度一緒にシンシアも出かけてみないか？」

　提案されて、シンシアは表情を曇らせる。

「それは……そうできたらとってもすてきなことですが、国の王子と私が一緒に出かけては混乱を招きませんか？」

　彼の前ではよく笑うようになったシンシアであったが、引っ込み思案に拍車がかかっていた。穏やかな時間の中で、アイリンの起こした事件の大きさと、花嫁と公言されたことに後ろめたさがある。

　そのため未だに部屋の外に出ることに気が乗らない。

　アルフレドが苦笑する。

「混乱させないように上手くやるさ。シンシアは心配しなくていい」

「ですが……」

　歯切れの悪いシンシアに、アルフレドが目を細めた。

「シンシア、まだ舞踏会の日のことを引きずっているのか」

　図星を指され、シンシアは視線を落とした。

　その様子に、アルフレドが諭すような優しい声で話しかけてくる。

「何度も言っているが、シンシアはなにも気に病む必要はない。気にせず、城も歩いていいんだ。城下町にもシンシアをとがめる者はいない」

「本当ですか……？」

　シンシアのうかがうような瞳に、アルフレドは頷いた。

「ああ、むしろ城のものたちはシンシアの存在をよろこんでいる。そもそもあの舞踏会は、俺の結婚相手を探すために大臣に押し切られて開かれたものだからな。だから、みなにとっても待ちに待った王子の花嫁なわけだ」

　またアルフレドは口にしなかったが、世間のシンシアを見る目は優しい。

　舞踏会以来、癇癪持ちのアイリンの話は瞬く間に広がり、過去の悪行も明るみにされた。屋敷で暮らしていたときのシンシアが傷だらけであったという近隣住民の話もあり、アルフレドが悲劇の少女を救ったとして、次期王の優しさに期待が高まっている。

　部屋からでないシンシアはそれを知る由もない。

　アルフレドは明るい声色で話し続ける。

「未来の妃に嫌がらせをするヤツなんかいない。もしいるならば、そんな度胸のあるヤツの顔を見てみたいものだな」

　自信満々に言うのでシンシアは思わずクスクスと笑った。アルフレドはどこか安堵の表情でその様子を眺めている。

「シンシア、君はそうやって笑っているほうが似合っている。君を見ていると、俺はもっと笑顔にしたい、幸せにしたいと思うんだ」

　熱のこもったアルフレドの視線に、シンシアは戸惑った。

　シンシアの穏やかだった心に、少しの緊張がにじむ。

「わ、私はもう、とても幸せです。ほんの少しの偶然が重なって、アルフレドさまと出会えて、新しい世界をたくさん知りました。思い返せば、ここで暮らすまでの私の世界はとても小さくてそれを守ることに必死でした。私ががんばらなくては家族がもっとバラバラになってしまいそうで……」

　シンシアの家族は、みんな思い思い暮らしていた。

　新しい妻と新しい生活を守りたい父、アイリンのご機嫌をとる継母、自分が一番になりたいアイリン。シンシアが我慢することでなんとかつなぎ止めていた。

　屋敷にシンシアの心のより所がなくとも、そこが家であり、居場所であった。だが、今ではその異常さにシンシア自身も客観的に判断できるようになっていた。

　かたくなだったシンシアの心を、見捨てず、アルフレドが気にかけてくれたからだ。

「だから、アルフレドさまには本当に感謝しているんです。穏やかな気持ちや、幸せを感じられるようになりました。ありがとうございます」

　シンシアの真摯な言葉に、アルフレドは慈しみの視線を向けた。

　そしてすぐに瞳を細めて笑う。

「では、感謝ついでに城下町のデートでもしてもらおうか」

「えっ、デートですか？」

　先ほどはぐらかした話題が戻ってきてシンシアは戸惑う。

「ああ。もうすぐサーカスがやってくるんだ。デートだなんて言ったが、ただの気分転換だと思ってくれていい。おいしいものを食べて、サーカスを楽しむだけだ。もちろん、二人で出歩くことで城下町を混乱させないように対策はするつもりだ。……それでもまだ外へ出るのは不安か？」

　アルフレドの声色から、緊張を和らげようとしてくれているのがわかる。

（……アルフレドさまがそう言ってくださるなら大丈夫に違いないわ）

　シンシアはすっかりアルフレドのことを信頼していた。頷くと、ほほ笑んだ。

「わかりました。お出かけ楽しみにしています」







　当日の朝、ミドが町娘が着るようなワンピースを抱えてやってきた。

　アルフレドが言っていた、城下町を混乱させない対策とは町人に変装することらしい。シンシアは地味な茶色のワンピースを受け取って袖に腕を通した。化粧はミドに任せ、支度を終えると鏡の中にいるのはいつかの地味なシンシアだ。

　そこへアルフレドが部屋にやってきて、シンシアをまじまじと見る。

「似合っているじゃないか。どこからどう見ても町娘だな」

　そう言ったアルフレドもまた、髪型を乱し長い襟足を後ろで縛っている。衣服もまた、ゆったりした地味なものを選んでいた。いつもの王子としての気迫はなく、人がよさそうな青年に見える。

　雰囲気の違いに、シンシアは瞼を瞬かせた。

「アルフレドさまも、町の青年みたいですね」

「まあ、俺は慣れているからな。では、行こうか。今日は出店もあるんだ。サーカスが始まるまで見て回ろう」

「はい！」

　シンシアはアルフレドの後をついて歩く。裏門から出るらしく、アルフレドは人少ない廊下を選んで歩いていった。

「そういえば、先ほど『慣れている』とおっしゃっていましたが、よく変装をされているのですか？」

　尋ねると、アルフレドは歩きながら頷いた。

「そうだな。いずれ王になるために、町の人の暮らしをよく知っておきたいんだ。普段から王子として顔を公表せず、こんなふうに視察をしている。王になればなかなかできないからな」

　そう言う彼の背中を見つめると、いつもより服の生地が薄いせいか体のラインをうかがえた。背筋はピンと伸び、背中からでも筋肉がついていることがわかる。身に着けているものは変わっても自信に満ち溢れたアルフレドの姿は変わらない。

（アルフレドさまはとても立派な方だわ。将来をしっかり見据えて、そのための努力もして、だからこそ自分に自信があって……）

　舞踏会でのダンスのことを思い出す。

　シンシアだって母が亡くなるまでは貴族の令嬢としてダンスを習っていた。

　だが、教えてくれたどの先生よりもアルフレドのリードは上手かった。

　なににしてもすぐに上手くなれるわけがない。

　アルフレドに自信があるのは、そのための努力を人一倍しているからだとわかる。そんな彼に心から尊敬の念を抱いた。

「アルフレドさまは、将来きっと町の人に尊敬されるいい王さまになるんでしょうね」

　アルフレドは振り返り、シンシアを見ると笑った。

「そうなりたいものだな」

　二人は裏門から城を出て、そのまま城下町へと足を進めた。

　町は出店でにぎわい、中心部の広場に近づくと前に進めないほど人であふれていた。

「シンシア、はぐれるといけないから手を繋ぐぞ」

「は、はい」

　さしのべられたアルフレドの手を、シンシアは慌てて掴んだ。

　今にも人波に流されてしまいそうだった。

「あと、ここでは『さま』はなしだ。アルと呼んでくれ」

「はい、わかりました」

　人波も、アルフレドは難なく歩いていき、シンシアはその後ろを歩くことによってはぐれないで済んだ。

　そのまま中央の広場から離れ、人通りが比較的に落ち着いた場所にやってきた。屋台の前でアルフレドが足を止める。それは果物の屋台であった。食べ歩きできるよう、小分けにして売られている。

「珍しい果物だな」

　アルフレドが呟くと店主が売り物から一粒ずつ手にとって、差し出してきた。ルビーのように真っ赤な爪ほどの大きさの実だ。

「兄ちゃん、若いのにお目が高い。山で見つかった新種のベリーだ。あまりにおいしいんで、近いうちにお城に献上する予定なんだ」

　アルフレドは店主から実を受け取ると、ひょいと口へ放り込んだ。

「旨いな」

　シンシアも受け取り、口にする。噛むとぷちりとはじけて、自然の甘さが口の中で広がった。

「わ……とってもおいしい」

　シンシアは思わず声にしてしまった。

　その様子を見たアルフレドが店主に向き直り、試食でもらった実とほかの果物も指さした。

「では、これと、これをもらえるだろうか？」

　返事をした店主が袋に実を詰めてシンシアに差し出した。

　アルフレドは店主に金を渡し、礼を言っていた。

「すみません……買ってもらって」

　出店から離れたところで、小声で言った。

　アルフレドは苦笑する。

「気にするな。声が出るほど、おいしかったんだろう？」

「は、はい。とても……」

　正直に答えながら頬を赤く染める。

　二人は食べ歩き、談笑する。

（こんなに楽しい気持ち、初めてだわ……）

　ふと、アルフレドの顔を見ると目があって、ほほ笑み合った。

（幸せ。アルフレドさまと、ともに過ごす時間が幸せなんだわ……）

　気付くと、なんだか胸の奥が痛んだ。

　その理由がわからず、シンシアは視線をそらした。

　日が暮れ始めると、町のはずれに向かう。そこにはサーカスのテントが張られ、入り口ではピエロがチラシを配っていた。

　町の人々がみな入っていくのを見て、シンシアは心を躍らせていた。

　テントに入ると、思うように進めないほど人の姿がある。

　中央の舞台を見下ろすように円形に並べられた席の間を、チケットの席番号を見ながら進んだ。

　ようやく見つけた席は、会場を一望できる一番上の席だった。

（すごい人の数だわ……）

　まだ席に座れていない人たちが歩いている姿を見るだけでもシンシアは圧倒されてしまう。

　アルフレドが先に腰を下ろした。

「なんとか席が見つかってよかった。それにしても一番上の席とはな。舞台まで遠いが、見えるか？」

「はい。むしろ、会場全体が見渡せてなんだかうれしいです」

　心配そうにしていたアルフレドへ快活に答えると、彼は一瞬きょとんとした後、笑った。

　笑われたことを不思議に思ったシンシアが首を傾げる。

「あの、私、なにか変なことを言いましたか？」

「いや、そういうわけじゃない。ただ、こうしてみると普通の女性なんだなと思ってな」

　目を細めて笑うアルフレドに、シンシアの胸がドキリと跳ねる。

「普通の、女性、ですか？」

　シンシアは言葉を繰り返した。

　その姿にアルフレドは、慌てた様子で手を左右に振る。

「いや、悪いように受け取らないでくれ。……いつもは、いもしない誰かに遠慮するようにオドオドしているのに、今日はそんなそぶりがない。心から楽しんでくれているようでうれしくてな。連れ出した甲斐がある」

　彼の何気ない言葉に、図星を突かれる。

（いもしない誰かに、遠慮……）

　シンシアの脳裏に、家族の姿がよぎった。

　立ったままのシンシアの手にアルフレドの温かな手が触れる。

　その瞬間に、現実に引き戻された。

「シンシア、悪い意味にとるんじゃない。俺の言葉選びが悪かった」

「い、いえ」

　シンシアは慌てて席に座った。

　繋いだままの手に、アルフレドが少し力を込めて握る。

　シンシアに近づき、耳元でささやいた。

「魅力的な女性だという意味で言ったんだ」

　低い声が鼓膜を震わせ、ドキドキとする胸の痛みが戻ってきた。

「あ、あの、別に言われたことに不服だったわけでは、ないのです」

　ぼそぼそと答えたシンシアは耳まで真っ赤にしてうつむいた。

「じゃあ、どうしたんだ。さっきまでニコニコとしていたのに。しおらしくなって」

　アルフレドの声色から、シンシアが照れていることに気付き、おもしろがっていることがわかる。

「考え事を、していただけです……」

「俺といるのに、違うことを考える余裕があるだなんて不服だな」

　アルフレドは売り子の女性に声をかけ、飲み物を二人分頼むとシンシアに手渡した。

「まあ、これでも飲みながらサーカスを楽しもう」

「……これは？」

「果実酒を炭酸で割ったものだ」

　シンシアは初めての酒に戸惑った。

（お酒は飲んだことがないけれど、大人はみんな、普通に飲んでるわ。それにアルフレドさまが選んでくれたものだから、変なものではないと思うけれど）

　受け取り、一口飲んでみる。

「わぁ。おいしいです！」

　甘酸っぱさが口の中で広がり、炭酸が先ほどまで悩んでいたことを忘れさせてくれる。シンシアが表情を明るくさせると、アルフレドも安心したように口元を緩めた。

「だろう。……そろそろ始まるみたいだ」

　シンシアも舞台に視線を移した。

　照明が落とされ、スポットライトが舞台に集中する。

　シルクハットをかぶった団長が挨拶をしたのを皮切りに、ショーが始まっていく。

　シンシアにとってどれも見たことのない光景だった。

　恐ろしいライオンやクマを従える猛獣使いや、人が鳥のように舞う空中ブランコ。

　シンシアはナイフ投げに息をのみ、玉乗りするクマのかわいさに心奪われた。

　ドラムやラッパの大きな音、色とりどりのスポットライトが現実を忘れさせる。

　息つく暇もないショーに夢中になっていたシンシアは、気がつくと慣れない果実酒をすべて飲み干していた。

　ショーが終わり、照明が再び点されると、シンシアは目がくらみ瞳を閉じる。

　ゆっくりと瞼を開けたが辺りはチカチカと光り、体も無意識に揺れていた。ほかの観客たちは席を立ち、出口へ向かっていく。

（あれ……なんだかフワフワするわ……）

「おい、大丈夫か？」

　アルフレドが急にシンシアの肩に触れる。

「あ、はい。大丈夫……だと思います」

　笑ってみせたものの、立ち上がれる気がしなかった。力がなかなか入らない。

　アルフレドがシンシアの空のカップを見て、眉をひそめる。

「もしかして、酔っぱらったのか？　町の子どもも祝いで飲むような、度数の低い酒だが……」

「そうなんですね……。お酒を飲むのが初めてだったので……よくわかりませんが酔ったのかもしれません。でも、このままこうしているわけにもいきませんし、帰らないと……ですよね」

　シンシアは肘掛けを掴んでなんとか立ち上がったもののふらつく。

「危ない！」

　アルフレドが抱き寄せ、シンシアは彼の胸に頬をぶつけた。

　こんなにも近づいたのは、舞踏会以来だ。

　アルフレドの薄い服越しに、彼の温度や鼓動が伝わってくる。

　シンシアはすぐに離れようと思ったが、体にうまく力が入らない。立っているのがやっとで、アルフレドに寄りかかったままの体勢は少し楽だった。

「あ、あの……すみません。大丈夫ですから、離してください」

　シンシアは消え入りそうな声で言う。

「なにを言ってるんだ。足だっておぼつかない。掴まっているのがやっとじゃないか」

「で、ですが……帰らないと……」

　これ以上アルフレドに抱きしめられていると、シンシアはどうにかなってしまいそうだった。呼吸が難しく、激しく鼓動する胸は痛い。

「それなら俺に掴まったままゆっくり帰ろう」

　アルフレドの優しい声色に、シンシアは戸惑いながらもゆっくりと頷いた。

　言われた通り、アルフレドに寄りかかりながら階段を下り、サーカスのテントを後にする。

　外では涼しい風が吹き、酔いで熱を持ったシンシアの頬を冷ました。

　人通りの多い町を抜け、城の裏門に続く林を歩く。

　歩いているうちに、寄り添っていることに対する緊張感も和らいでいった。

「アルフレドさま、今日はありがとうございました。とっても楽しかったです」

　時間が経っても酔いは醒めない。フワフワとした心持ちでアルフレドにほほ笑みかけた。

「そうか、楽しんでくれたのならよかった」

「はい。城下町を歩くのも、食べ歩きも初めてでした。私の知らないことがたくさんあるのだと改めて実感しました。サーカスも……とっても魅力的でした」

　シンシアはうっとりと思い返すように言った。

「気に入ったなら、また一緒に行けばいい」

「ですが……」

　アルフレドの言葉に躊躇する。

（そんなに頻繁にサーカスがきてくれるものなのかしら。私がお城で暮らして半年過ぎてしまったのに。……いいえ、きっとこれはお世辞なんだわ）

　シンシアは気を取り直して、明るい声色を意識した。

「そうですね。また観に行きたいです」

　言葉にするとシンシアの心がチクリと痛む。その痛みの意味を理解できず、疑問に思う。

　すると、アルフレドが急に足を止めた。

「いかがなさいましたか？」

　シンシアが顔を上げ、首を傾げるとその頬にアルフレドの指が触れた。

　一瞬の出来事だった。

　街頭もない暗い林の中で、キスをされた。

（え……？）

　唇の柔らかい感触にシンシアは驚いた。

　生まれて初めてのキスだった。

　アルフレドにされたことが嫌だとは感じない。

　だが、シンシアの胸の中に不安が膨らんでいった。

　ゆっくりとアルフレドの唇が離れていく。

「本当にずっと一緒にいられればいいのにな」

　アルフレドの呟きに、シンシアは黙ってしまう。

　キスに対しても、なんと言えばいいのかわからない。

　アルフレドが歩きだし、シンシアも黙ったまま足を進める。

（どうして……どうしてアルフレドさまは私にキスをしたの……？）

　タイミングを逃すと、その場の空気を変えるような気の利いた言葉も思い浮かばなかった。そのまま二人はなにも話すことなく城に戻り、シンシアの部屋の前で別れた。

　シンシアが「ありがとうございました」とキスなどなかったかのように言うと、アルフレドは視線も合わせずに「ああ、おやすみ」と素っ気なく返すだけであった。

（一体、どういうことなのかしら）

　部屋でひとりきりになったシンシアはソファに座ってうなだれた。

　別れ際のアルフレドの態度も、キスの意味もわからない。

「……全部夢だったのかもしれないわ」

　城を抜け出して、王子であるアルフレドと食べ歩きをし、サーカスを鑑賞し、キスまでされたのだ。あまりにも濃い一日だった。

　疲れから、眠ってしまいそうになったシンシアだが、すぐにミドがやってきたため、うつらうつらしながらも服を着替えた。







　翌朝、アルフレドはシンシアの部屋を訪れなかった。

　昼前になり痺れを切らしたシンシアがミドに尋ねると「アルフレドさまは、公務で外出中のようです」と言われてしまった。

（こんなこと……今までなかったのに）

　毎朝かかさず会いにきてくれた。

　少しの談笑と、アルフレドに「いってらっしゃいませ」と控えめに手を振るのが日課だった。いつしかそれが当たり前になり、シンシアの生きがいになっていた。

（やっぱり昨晩のことが原因なのかしら……？）

　突然アルフレドに突き放されたような気がして不安になってくる。

　だが、どんなに思い返してもアルフレドを怒らせてしまうような明確な理由がない。

（酔って介抱させてしまったから？　キスされた後にうまく反応できなかったから？　わからない……わからないわ……）

　悩んでいるうちにどんどん憂鬱になってくる。

　昼食も喉を通らなかったシンシアに、見かねたミドが声をかけた。

「どうなさったんです？　今日は元気がないようですが」

　優しいミドの声にハッとして、シンシアは愛想笑いをした。

「ごめんなさい。そんなつもりはなかったんですが」

「今にも泣きそうでしたよ？　ああ、そうだわ。いいものがあるんです」

　ミドはそう言うと早歩きで部屋を出て、戻ってきたときには小さなかごを持っていた。

「これなら召し上がれるのではないでしょうか？」

　ミドが差し出したかごの中には真っ赤な果実があった。

　それは昨夜出店でアルフレドと屋台で食べたものに似ている。

　シンシアは一つ指先で摘み、不思議そうに見つめた。興味を示したことがうれしかったのか、ミドは明るい声で続ける。

「この木の実は今朝届いたばかりなんですよ。厨房でもおいしいと話題で、デザートにする予定のものを少しいただいてきたんです」

「そう、なんですね。私もこの果実を知っています。最近見つかった新種のベリー、なんですよね」

「あら、ご存じでしたか」

　シンシアがぼーっとしたまま答えると、ミドは驚いたようだった。

　その様子から、昨日の果実で間違いないようだ。

　シンシアはそのまま果実を口に運んだ。

　口の中でぷちりとはじけ、知った風味が広がっていく。

「どうですか？　甘いでしょう？」

　ミドがニコニコとして尋ねてくる。

　シンシアはごくりと飲み込むと作り笑いをした。

「ええ、とってもおいしいわ」

　その様子にミドは満足したようで、何度か頷くと「夕食後のデザートも楽しみにしていてくださいね」と言って部屋を出ていった。

　ミドの姿が見えなくなるとシンシアは深く溜め息をつく。

「どうしてなのかしら。まったく同じ木の実なのに、昨日みたいにおいしいと感じられなかった……」

　けして、木の実が甘くなかったわけではない。

（あのときは、アルフレドさまと一緒に食べたからだわ……）

　ふと、アルフレドがほほ笑む姿を思い出した。

　一緒に歩くと城の裏の林も、城下町も、どこへ行くにも心が躍った。

　同じものを食べて「おいしい」とほほ笑み合うのが楽しかった。

　ともに過ごす時間こそが、シンシアにとって幸せだった。

　それに気付いたとき、シンシアの凍てついた心がほんのりと温かくなる。

（私、アルフレドさまが好きなんだわ）

　自らの胸に手を置くと、応えるようにトクトクといつもより速く鳴っている。

「私の幸せは、アルフレドさまと過ごすこと、なんだわ」

　胸に添えた手をギュッと握った。

「でも、いまさらそんなことに気付いても無駄よね。私はアルフレドさまを怒らせてしまったもの……」

　それにシンシアが自らの気持ちに気付いても積極的にはなれない。

　身分違いの恋。

　今こうして一緒に過ごせているのも成り行きだ。

　暮らしはじめこそ、アルフレドは「城のものたちは皆、花嫁を歓迎している」と気にかけていたが、それも次第に言わなくなった。

　それはシンシアの負担にならないようにと気遣ったものだとはわかりつつも、不安定な心では穿った見方で受け取ってしまう。

（好きだってことに、気付きたくなかった。アルフレドさまに、私は釣り合わないもの……）







　夜もアルフレドは多忙で部屋を訪れなかった。

　しかし翌朝、なんでもなかったようにいつもの時間に現れ、本をプレゼントしてくれた。

　シンシアはなぜ昨日きてくれなかったのかを尋ねる勇気がなかった。

　公務が忙しいということはミドから聞いていたし、改めて問うのはためらわれる。本当の婚約者でもないのに、踏み込みすぎるのも失礼かもしれないと思ったからだ。

　アルフレドも一時のフランクな雰囲気は薄れ、シンシアにはどこかよそよそしく映った。まるで、城で住み始めたときのような距離感にシンシアはショックを受けた。

　アルフレドが部屋を去った後、紅茶の入ったポットが空なことに気が付いた。いつものようにベルでミドを呼んだが、なかなか現れない。

　シンシアは不思議に思い、部屋からこっそり顔を出してみた。

　しかし誰かが廊下を歩いている様子もない。

（紅茶のおかわりをと思ったのだけれど……。忙しいのかしら。でも、紅茶くらいなら私でも淹れられるし）

　幸い厨房の場所も知っている。

　いつもは部屋でひっそり過ごしているシンシアだが、今朝のアルフレドとのことで気が滅入っていた。気分転換もかねて部屋の外へ出たくなったのだ。

　ポットを抱え、部屋を出る。

（こうして歩いていると、不思議な気持ちになるわ。ついほんの少し前まで、姉のためによく紅茶を淹れていたっけ……。もうずっとなんの家事もしていないわ）

　縫い仕事でできた指のマメもずいぶん柔らかくなった。今では姉の使用人のように過ごしていたのが嘘のようだ。

　シンシアがある部屋の扉の前を通り過ぎようとしたとき、ふと足を止めた。

（……アルフレドさまの声が聞こえた気がするわ）

　扉の向こうから続いたのは、別の聞き覚えがある男性の笑い声だ。すぐにそれが大臣であると気がついた。大臣のことは詳しく知らないが、城に住むことが決まったときに何度か話をしたことがある。特徴的な笑い声をシンシアは覚えていたのだ。

　立ち聞きなんてはしたないと思いつつも、なぜだかシンシアはその場から離れることができないでいた。

　かすかに話し声が聞こえてくる。

「隣国の姫ならば、アルフレドさまも納得でしょう。お見合い、していただけますね？」

「そう、だな……」

　もう一人の声は、短い返事だがアルフレドの声だとすぐにわかる。

（アルフレドさまが……お見合い……）

　ショックからポットを落としかけたが、なんとか抱えなおす。

　シンシアは立ち聞きしてしまった罪悪感と、姿を見られてはいけないという感情から後ずさりし、きた道を戻っていった。

　部屋に戻り、空のままのポットをテーブルに置くと、シンシアはベッドに倒れるように横になった。

「そうよね……。はじめからその予定だったもの……」

　暮らし始めたとき、たしかにアルフレドがそう説明していた。

　それから半年経っている。

　アルフレドがその準備をしていてもおかしくはない。

　それならば、アルフレドの態度が冷たくなるのも納得できた。シンシアのことを好きだったアルフレドは、次に進もうとしているのだ。

「もっと、早く好きになっていれば、なにか変わったのかしら」

　ふとノックがあり、シンシアは身を起こすと、とっさに返事をしてしまった。

「すみません、ミドです。ほかのメイドからベルが鳴ったと聞いたのですが」

　扉が開き、隙間からミドが顔を覗かせると、シンシアはホッと息をついた。

「え、ええ……紅茶のおかわりをと思っていたのですが、なんだか気分ではなくなってしまって……。ごめんなさい」

「まあ……。気分が優れないのですか？　医者を呼びましょうか？」

　ミドが足早にベッドへ近づいてきた。

　シンシアは小さく首を横に振る。

「い、いえ、体は健康なんです。ちょっと……胸の奥が痛くて……」

「……なにか、あったのですか？」

　優しい声に、シンシアの心が揺らぐ。

（ミドさんに優しくされると、私、すぐに頼ってしまいそうになるわ）

　シンシアは呟くように、アルフレドの見合い話を聞いてしまったことを伝えた。

「立ち聞きなんて、悪いことをしたと思っています。でも、私はお見合いをすることを聞いて、なぜか傷ついてしまいました。そうして初めてアルフレドさまが、私にとってかけがえのない存在だって気付いたんです」

　口にすると気持ちが整理されていく。

　シンシアは改めてアルフレドへの気持ちを自覚する。

「シンシアさま……」

「でも、気付くのに遅すぎました。お見合いが決まってしまったんですもの。私は、偽りの恋人の役割を果たすしかない。それがきっと正しい選択なんです」

「いいえ、遅すぎたなんてことはありません」

　ミドは首を振り、はっきりと言い切った。

「お見合いの件について、私はなにも聞いておりません。ですが、アルフレドさまの心は、今もシンシアさまにあります。小さいときからアルフレドさまを見てきた私にはわかります。シンシアさまと過ごすアルフレドさまは、とても幸せそうですもの」

（幸せ……）

　アルフレドと過ごした幸せな日々を思い出すと、胸の奥が少し苦しくなった。

「私も……アルフレドさまと過ごせて、幸せでした。もっと、続けばいいのにって、思います」

　ミドがシンシアの手に触れる。

「そうでしょう？　自分の気持ちを押し殺すのではなく、一度、しっかり話し合ってみてはいかがですか？」

　優しいミドの声にシンシアはゆっくりと頷いた。

「はい……。そうしてみます」










第三章

伝える勇気











　その日の夕方、アルフレドは部屋にこなかった。

　シンシアの胸はざわつき、いてもたってもいられず、また部屋を出た。

　その足はアルフレドの部屋へと向かい、扉の前で立ち止まらせる。

（ミドさんには、一度話し合うと言ったけれど、会えなくて部屋の前まできてしまったわ。……けれど、やっぱり私の気持ちは迷惑、よね……）

　一国の王子であるアルフレドは、国民の希望を背負っている。

　もし本当に隣国の姫と見合いをして結婚したら、きっと多くのの者たちに祝われるはずだ。シンシアはただの貴族の娘でしかない。

　やはり引き返そうと扉に背を向けたそのとき、背後でドアノブの回る音がした。

「シンシア？」

　アルフレドの声に思わず足を止めた。

「アルフレド、さま」

　振り返ると不思議そうな目で、シンシアを見つめるアルフレドが立っている。

「すまない、今日も部屋にいけていなかったな。なにか用があったか？」

「い、いえ。たまたま通っただけで……」

　視線をそらすと、アルフレドが口元を緩める。

「よかったら部屋に入って話をしないか？　紅茶を用意させよう」

　シンシアはためらいがちに頷き、部屋に入るとソファに座る。

　アルフレドは廊下を歩くメイドに声をかけ、紅茶を持ってくるように伝えていた。

（なぜなのかしら……アルフレドさまを見ると諦めたくないって思ってしまう……）

　アルフレドを前にするとシンシアの決意は揺らいだ。

（アルフレドさまは私にいろいろ教えてくださった。楽しさや、将来を考えること。きっと城で暮らすことがなければ、こんなふうに私が変われるような機会はなかった。私が変われたのはアルフレドさまがいたから……。たとえ気持ちを受け止めてもらえなくても、私が変われたのはあなたのおかげだと、感謝を伝えたい）

　メイドが紅茶を持ってくると、アルフレドはシンシアの向かいのソファに座った。

　シンシアは前のめりになる。

「あ、あの、アルフレドさま」

「ん？」

　アルフレドは紅茶に口をつけたまま動きを止めた。

　シンシアはかまわず言葉を続ける。

「私、アルフレドさまが好きです！　こんなこと、いまさら伝えても迷惑なことはわかっています。でも、あなたと出会えて、私の心は変化していきました。楽しいことや幸せに触れて、あなたに惹かれていきました。たとえ、アルフレドさまが隣国のお姫さまとお見合いをするとしても、この恋を受け入れてもらえないとわかっていても、気持ちだけは伝えたかった……。身勝手でごめんなさい……」

「シンシア……」

　潤んだ瞳ではあるが強い意志を持っている。

　アルフレドはその様子に驚いたようだ。

「見合いの話をどこで……？　いや、それよりも、俺のことを、好きだと？　そんな、まさか」

　アルフレドは混乱したようだったが、シンシアは言葉を続けた。

「お見合いの話は、今日たまたま聞いてしまったのです。……それに、この気持ちに嘘偽りなどありません」

　シンシアの告白に、アルフレドは小さな声で「そうか……」と呟いた。

　暗い声色にシンシアは希望がないことに気付く。

（いまさら、こんなことを言うなんて面倒な女だと思われても仕方がないわ。でも、伝えたことは後悔していない。伝えないまま、終わってしまうほうがずっと辛いもの……）

　アルフレドの薄い唇が開いた。

「正直、シンシアの気持ちに驚いている。突然あんなふうにキスをして、嫌われたと思っていたんだ」

　アルフレドの言葉に城を抜け出したあの日のことを思い出す。

「だが、その後自分でもどう接していいかわからなくなって、君を避けていたところがあった。そこへ、大臣から隣国の姫との見合いの話をされたんだ。だが……見合いの日を決めるときに、考え直して断った」

「え……」

　シンシアは思わず声を出してしまった。

（私が扉の前で話を聞いた後、お見合いは断っていたのね）

「不思議だよな。きっとそうするほうが、正しいはずだ。シンシアが城で暮らすときに初めてした約束でも、そうする予定だった。君への恋心は諦め、誰かと結婚する。でも……できなかった」

　アルフレドは真剣な瞳でシンシアを見つめた。

「出会ったときから、一度も君のことを諦められたことがない。むしろ、知れば知るほど夢中になる」

「じゃ、じゃあ……」

「シンシア、偽りではない、俺の本当の妃になってくれ」

　シンシアは信じられなかった。想いが通じ合う幸せに、胸が高鳴る。

　アルフレドは立ち上がると、シンシアの隣に腰かけた。

「わ、私で、よろしいのですか？　ただの、貴族の娘でしかありませんが……」

「シンシア、君がいいんだ」

　アルフレドが体を寄せる。

　腰に手を回され、引き寄せられる。吐息を感じるほど顔が近くになった。

「シンシア、あの夜の続きがしたい。かまわないだろうか？」

　シンシアは顔を真っ赤にしながらも一度コクンと頷くと、ギュッと目を閉じた。

　人生で、二度目のキスだった。

　唇に柔らかい感触があり、鼻で呼吸をするとアルフレドのコロンの香りを感じた。

　たくましい彼の腕は、シンシアを優しく包み、温かい。

　アルフレドが与えてくれる気持ちのこもったキスにシンシアはフワフワしていた。

「こうやって君にキスできるのが夢みたいだ」

　アルフレドの低い声がシンシアの耳奥をくすぐる。

　シンシアにとっても夢のようだった。

　想いが通じ合い、愛する人に抱きしめられ、キスをされている。

（キスされることが、こんなに幸せなことだなんて……）

　何度も確かめ合うように唇を触れ合わせ、舌を絡めた。

　次第にシンシアは自分の体温が上がっていくのを感じる。それに先ほどからアルフレドに触れられる部分がくすぐったく、体をのけぞらせてしまう。

「んっ……」

　特に骨をなぞられると甘い声が自然とでてしまった。

　背骨を指で撫でられ、腰に触れられると、感じたことのない熱がシンシアに宿る。腹の奥がぞわぞわとして、秘部に違和感を覚える。

「シンシア、どうかしたのか？　それともキスが気に入らない？」

　アルフレドに問われ、シンシアは戸惑った。自分の体の変化に気付きながらも、それをアルフレドに伝える適切な言葉が思いつかなかった。

（キス、したくらいで、体が変になったなんてアルフレドさまに言えないわ。変な女だと思われてしもうもの……。それに、恥ずかしいけれど、ずっとこうしていたい。好きだから、キスしたいし、触れてもらいたい……）

　それでも気持ちをありのまま伝えられず、シンシアはうつむいた。

　それを拒否ととったのか、アルフレドは言葉を続けた。

「君がいやなら無理には続けないが……」

「そ、そんなことないです！　キスは……その、とても……気持ちいいです……。それにとっても幸せ。恋人ってこんなふうに愛を確かめ合うんですね。知りませんでした」

　勢いに任せて、シンシアは口走った。

　しかし自分の言ったことの恥ずかしさに顔を真っ赤にさせる。

（やだ……私ったらつい、よけいなことまで口走ってしまったわ）

　その姿を見てアルフレドは愛おしそうにほほ笑んだ。

「そうか……いやではなかったか」

　そのままアルフレドは触れるだけの音を立てるキスをした。

「それならば、もっと気持ちのいいことを教えてあげよう」

「気持ちのいいこと……ですか？」

　シンシアが首を傾げる。するとアルフレドはシンシアを引き寄せたかと思うと、そのまま抱き上げた。まるで小さな子を抱えるように軽々と持ち上げる。

「きゃ！　突然、なにをするんですか？」

　シンシアは落ちるのではないかと慌ててアルフレドにしがみついた。

「別に悪いようにはしない」

　アルフレドはそのままベッドへと移動しシンシアをゆっくり下ろすと、自らも座った。

（アルフレドさまのベッド……？）

　ベッドシーツはシルク素材でツルツルとしていて手触りがいい。

　それになによりアルフレドから香る花のような匂いがした。

　そのままアルフレドは横になりシンシア抱き寄せてキスをする。

「ソファでは抱きしめ合うには窮屈だろう？」

　アルフレドの言葉にシンシアは納得する。

（アルフレドさまの体温……安心するのに、ドキドキして……不思議な感じだわ）

　少しずつ抱き合うことに緊張がほどけたシンシアはアルフレドの胸に頬を寄せた。

（アルフレドさまも、ドキドキしている……。なんだかうれしい）

「シンシア」

　突然、名前を呼ばれ、顔を上げるとキスをされた。

　驚きから開いたシンシアの口に、アルフレドの舌が滑り込んでくる。

　舌を絡めるキスにも恥ずかしくも慣れつつあった。

　鼻で息をして、入ってくる彼の舌をおいしい飴を味わうように舐める。時折、彼の唾液をコクリと飲み、呼吸を合わせた。

　アルフレドの舌がふいに、シンシアの上顎を撫でた。

「んふ……」

　シンシアは驚きと、さきほどの不思議な熱が体を巡り、声がでてしまう。

　アルフレドはそれでもキスをやめない。

　シンシアの体を探るように撫で、服の上から肩や腕、体のラインに沿って指を這わせた。

　次第にそれがまたくすぐったくなってくる。

「んっ……んん……」

　シンシアの声が出る頻度が多くなっていく。

　体は熱く、特に腹の奥がジワジワとむずがゆい。

　ふと、アルフレドがキスをやめた。

　ゆっくりと離れていき、見つめ合う。

　アルフレドの瞳は潤み、表情はどこか切なげに見えた。

　シンシアもまた、体の奥がどうしようもなく疼き、切なかった。しかし、その疼きをどうすることもできない。体がとにかく熱かった。風邪で高熱が出たときのように、目は潤み、泣いてしまいそうだ。

「アルフレドさま、私、幸せでおかしくなってしまったみたいです……。キスされたり、触れられたりしていると体がとっても熱いんです。それなのに、アルフレドさまに触れていたい。キスされていたいんです」

　シンシアの訴えに、アルフレドは口元を緩めて笑う。

「なにもおかしいことはない。誰だって、きっとそうなるはずだ。好きな人の前では」

　アルフレドはそう言って、シンシアのドレスのリボンに触れた。そのまま一気にほどいてしまう。

「あっ……」

　シンシアには性の知識が薄かった。

　屋敷では教えてくれる人もいないまま過ごしてきた。

　それでも漠然とそれがキスの続きであり、恋人同士が行うことであることはわかる。

　リボンをほどかれたことにより、キスでフワフワとしていた頭が覚めてしまった。

「シンシア、怖いのか？」

　手を止めたアルフレドは心配そうな表情をしている。

　シンシアはアルフレドの手を両手で握りしめた。

「た、たしかに少し驚きました。私は恥ずかしながら、恋人同士の愛し合い方を詳しく知りません。でも……こうやって触れ合うことも、キスも……とっても気持ちよかったです。それにアルフレドさまは、私にひどいことをしませんよね？　だから、大丈夫です」

　シンシアはアルフレドのことを信頼していた。

「どうだろう。とびきりいやなことをするかもしれないぞ」

　アルフレドは苦笑して、シンシアの唇を親指の腹で撫でる。

「おどかしたって無駄ですよ。私はアルフレドさまを信じていますもの」

　そう言って、シンシアは唇を撫でる指を優しく止めた。

「それならば、とびきり優しくしなくてはな」

　アルフレドは再びシンシアにキスをした。

　シンシアもうっすら口を開き、アルフレドの舌を誘い込むように受け入れる。

　キスをしていると、あっという間にドレスのボタンがはずされている。

　キスが終わり、アルフレドが離れていくと、はだけた衣類の隙間から肌が見える。

　アルフレドの視線が胸元に注がれているのがわかると、シンシアは手で隠そうとした。

「すっかり、傷もいえたんだな。美しい肌だ……。隠さないで、よく見せてくれ」

　シンシアは抵抗をしなかった。

　アルフレドを信頼していると言った手前、自然と彼の言葉に従ってしまう。

（恥ずかしい……）

　シンシアが抵抗しないことがわかるとアルフレドは制止の手を離し、そのまま胸元に指先を這わせた。

「あぁ……っ」

　服越しとは違う感覚に、くすぐったさよりもじれったさが勝る。

（どうしてなの。恥ずかしいのに、もっと触れてほしい。もっと奥まで触れてほしいって思ってしまう）

　アルフレドの指先が衣服をずらすと、シンシアの乳房が露わになった。

　シンシアは恥ずかしさから目をつむる。

　アルフレドの指先はシンシアの乳房をなぞるように触れる。

　乳房の尖端が熱くなり、再びシンシアは目を見開いた。

　アルフレドが尖端を口に含んでいたのだ。果実でも口にするように味わっていた。強めに舌を押しつけ、舐めあげ、時折甘噛みされる。

　歯が当たると、シンシアは短い悲鳴を上げた。

　痛みはなく、痺れるような感覚におかしくなってしまいそうだった。

　アルフレドはシンシアに覆い被さるような体勢で執拗に愛撫をした。ドレスはめくり上げられ、シンシアの両太股の間にアルフレドは体を滑り込ませていて、体を引くことさえできなかった。

（ああ……アルフレドさま、気付かないで……）

　シンシアの秘部はすでに十分濡れそぼっていた。

　その意味を知らないシンシアは、知られたくないと思う。

　アルフレドの愛撫は胸から腹に、下へと移動していく。

　そうしてシンシアの下着に触れると、一気に下ろしてしまう。

「や……やぁ……」

　身を起こしたシンシアだったが、すでに遅く、アルフレドは秘部にキスをしていた。上目遣いの彼と目があう。

「そ、そんなところに、キスをしないでください……。き、汚いです……」

「そんなことはない。シンシアの体はどこも愛しい。こんなにも蜜を垂らして……かわいらしい」

　アルフレドはそう言って秘部を舐め上げると、いやらしい水音が部屋に響いた。

「や……っ」

「いや？」

　シンシアの甘い声に、アルフレドはいたずらっ子のような目で首を傾げた。

「こんなにもシンシアの体はよろこんでいるのに？」

　アルフレドは上体を起こし、シンシアの秘部に指を沿わせ、中指をゆっくりと押し入れた。

「んっ……ぁあ……」

　一度も誰かを受け止めたことのない秘部は、指一本さえも苦しい。

　しかし、愛撫され続けた体の疼きが彼の指を求めていた。

　気持ちが昂るたびにずっと感じていた甘痒い感覚。

　アルフレドの指が膣壁を擦るたびに、ほんのわずかではあるが満たされていた。

「あぁっ……んぅ……」

　次第にシンシアの腰は揺れ、アルフレドの指を受け入れる。

　秘部に押し入る指は中指と人差し指になり、中を拡げられるように動かされるとじゅぶうじゅぶと淫猥な音と、シンシアの甘い声が響く。

　指が増えても、膣壁を押し拡げられても、甘痒い疼きは消えない。

　腹部の奥にジワジワと熱がたまる。

　それは気持ちよさよりも、苦しさが大きかった。

　シンシアの額には汗がにじみ、頬に髪が貼りついていた。じれったさに耐えるように、足の指に力がこもる。

　アルフレドが秘部から指を抜いた。

「え……」

　喘ぎ、乱れていたシンシアは突然のことに、ぼーっとしてアルフレドを見つめる。

　アルフレドは自らの衣服を脱ぎ始めた。彼の裸体は鍛えられているのか程良く筋肉質で美しく、余裕のない表情は悩ましげでシンシアはその姿に見とれた。

「アルフレド……さま？」

　シンシアはこれからなにが行われるかをしらない。戸惑いの視線をアルフレドに向けると、優しくほほ笑まれた。

　アルフレドが再び覆い被さるようにしてキスをする。

「シンシア、愛してるよ」

　キスの途中、アルフレドが呟いた。シンシアの胸がドキリと鳴り、幸福で胸がいっぱいになる。

　突如秘部になにかが触れた。それは先ほどの指よりも大きく、熱っぽい。

「ぁ……」

　確認する間もなく、それが秘部に進入してきた。

　陰茎が膣壁を押し拡げる。圧迫感があり苦しいが、甘い声が漏れた。アルフレドがキスをしながらゆっくりと腰を押し進めてくる。

「シンシア……俺は幸せだ。君と、こうして結ばれるなんて……」

　かすれた彼の声に、シンシアは切なさで胸が締め付けられる思いだった。

「私もです……」

　苦しいけれど、アルフレドを受け入れているという事実がシンシアを満たしていた。シンシアも、彼の背に腕を回し、抱きしめる。

　抱きしめ合ったまま、アルフレドは腰をゆるゆると動かし、秘部を馴らすようにした。

　しかし、ふいに最奥に触れられると、シンシアは体をのけぞらせる。

「っ……」

　突然のことで声にならない。

　電流のようなものが体に流れた気がした。

　アルフレドも動きを止め、汗を拭う。

「ああ……シンシアっ……」

　切なげな声の後、アルフレドは繋がったまま体を起こし、シンシアの腰を掴んだ。そうして、先ほどよりもやや速く腰を動かし始める。

　先ほど反応した場所を執拗以上に攻めたてられると、シンシアの体の中に熱がこもる。陰茎は熱く、かき混ぜられるように動かされると、ずっと感じていた甘痒さが消えていく。代わりに、体の奥からたとえようもない疼きがシンシアを追い立てた。

　せり上がっていくなにかに、シンシアは羞恥を忘れて喘いだ。

「ああっ……」

　初めて達するとほぼ同時に、じわりとアルフレドの熱がそそぎ込まれた。

　そのまま、しばらくの間、二人は抱きしめ合っていた。

　アルフレドが、シンシアの顔色をうかがうようにキスをする。

「すまない……もっと優しく抱くはずだった……」

　シンシアは首を小さく左右に振る。

「いいえ。私にはとても優しく感じました。それに……とてもうれしかった……」

　シンシアはアルフレドの胸に頭を埋めた。







　翌朝、目が覚めると隣に眠っていた好きな人が一番に声をかけてくれる。

　想いが通じ合い、今まで以上に温もりを感じることができた。体を起こそうとして感じる昨夜の痛みの余韻さえ、愛おしく感じる。

「シンシア、大丈夫か？」

　無意識に痛みで顔をゆがめていたのだろう。アルフレドが心配そうに見つめていた。

「平気です。すみません……」

「シンシアが謝る必要はないんだ。今日はゆっくりしよう」

　彼の言葉のすべてが優しく、温かく感じた。

　抱き寄せられ、彼の胸に頭を寄せる。

「ありがとうございます。私、今、とっても幸せです」

「俺も同じ気持ちだ」

　アルフレドはそう言うと、シンシアの額にキスをして、言葉を続ける。

「君とこうして一緒にいられるなんて幸せだ」

「そういえば、アルフレドさまはどうして私を想い続けてくださったのですか？」

　ふと、シンシアの中で疑問が起こった。

　アルフレドは出会ってから一貫して一途で、優しかった。姉から救われたとき、一目惚れだと言われたが、それだけでここまでしてくれるものかと思ったのだ。

　するとアルフレドがはにかんだ顔を向けた。

「はじめは……以前も言ったが一目惚れだった。一緒に生活するようになって、時折見せてくれる笑顔に幸せにしたいと思ったんだ。君が幸せにも、自分の将来にも興味がないということがわかると、ついついお節介をやいてしまった」

　アルフレドがシンシアの頭に頬擦りをする。

「だが、気付いたんだ。君と人生を分かち合うことが、俺にとっての幸せだと」

　アルフレドの言葉に、シンシアの胸の奥がじんわりと温かくなった。










第四章

幸せを恐れない











　それから二人は関係を徐々に公にしていった。

　シンシアはアルフレドとともに二人のその後の関係を国王夫妻に伝えると、驚かれたものの祝福された。その話は城の外にも広がっていく。話は進み、結婚式は余裕を持って一年後ということになった。

　シンシアはその控えめで優しい性格から王や大臣たちに気に入られた。一年という期間もシンシアのウェディングドレスを一流の物に仕上げるためである。

　シンシアはめまぐるしくも幸せな日々をかみしめていた。

　なにより幸福に感じたのは、出会う人出会う人にシンシアが受け入れられたことであった。屋敷で暮らしていたときは義姉に虐げられ、使用人にも避けられ、父にさえも無視をされていた。しかし今、シンシアにそんな態度を取るような人はいない。

　アルフレドによって急速に広がっていく世界に日々戸惑いながらも、シンシアは人の親切をまっすぐに受け取り、より素直に成長していった。

　それによって顔つきも変わっていった。

　目は生き生きとし、口角は自然と上がり、背筋も伸びた。そんな彼女の幸福に満ちた姿は見る人を幸せな気持ちにさせた。

　そんなある朝のことだ。

　シンシアはミドに手伝ってもらいながら、ちょうどドレスへの着替えを終えたところだった。突然部屋の扉が開け放たれる。

　そこに立っていたのは顔を真っ赤にしたシンシアの義姉、アイリンであった。

「やっと見つけたわ！」

　久しぶりに見たアイリンの頬はこけ、目がくぼんで見えるほど憔悴していた。もともと細身のアイリンであったがやつれて見える。

「お、お姉さま！　どうしてここに！」

　青くなるシンシアの様子を見て、すぐにアイリンに向かっていったのはミドだ。

「すみません、この部屋は関係者以外立ち入りを禁じられております。シンシアさまはお城にとって大事な方。どうかお引き取りを……」

　ていねいに断るミドに、アイリンはカッとなり突き飛ばす。

「使用人の分際で私に話しかけないで！」

　突然の暴力にミドは小さな悲鳴を上げ、倒れこむ。その声にハッとしたシンシアはミドに駆け寄りしゃがみ込んだ。

「こ、この人に乱暴しないで！」

「シンシア、あんた、言うようになったじゃない。今、町ではアルフレドさまが結婚式をするって話題で持ちきりよ。その噂を聞く、私の気持ちがあんたにわかる？」

　怒鳴り声に、シンシアの足はすくんだ。

　今までの幸福や安心感を忘れてしまうほどの恐怖に、声も出なかった。

　目の前にいるアイリンは、いつかのように目が血走っている。

　アイリンは手に持っていたバッグを開けると、鞘に収まったナイフを取り出した。そうして、ためらいなくナイフを抜いた。

「あんたが幸せになるだなんて許さない……」

　アイリンの狂気に、シンシアは目を瞠った。

（このままじゃ危ないわ……）

　何度も癇癪を起こしたアイリンの姿を見てきた。

　シンシアは自身やミドがアイリンに刺される姿を想像すると震え上がった。

　脳裏にこの城での暮らしが走馬燈のように流れる。

　アルフレドの優しい姿、シンシアを心から受け入れてくれた王、親切にしてくれる大臣やミドに他の使用人たち。この一瞬ですべてが台無しになると思うと、シンシアの心から恐怖が消えた。

（私が、守るのよ）

　シンシアはアイリンに掴みかかると、彼女を押しのけナイフを奪う。

「きゃぁ」

　悲鳴を上げたアイリンは尻餅をつき、赤かった顔は蒼白へと変わっていった。

　形勢逆転となったシンシアを見上げ、それでも弱気なところを見せまいとアイリンは睨みつけてくる。

「な、なによ！　私からナイフを取り上げて、今までの恨みでもはらそうって言うの？」

　明らかな挑発に、シンシアは黙っていた。ナイフを持つ手が震える。

　アイリンは調子づき、口を開いた。

「いいのよ。私も、あんたを傷つけてきたもの。あのときのあんたはかわいかったわ。イジメてもイジメても、翌日には忘れたように私に優しくしてさ。いい奴隷が手に入ったとずっと思っていたの」

　シンシアの手に力がこもる。

　もう震えはなかった。

「私は、お姉さまみたいなことはしない。身勝手に、誰かを傷つけたり、おとしめたりはしない」

　シンシアは毅然とした態度でそう言うと、足下に転がっていた鞘を拾い、ナイフを仕舞う。

　いつの間にか開け放たれたままの扉から、騒ぎを聞いた使用人たちが集まっていた。多くのの視線に気付いたアイリンはおびえる。

　そこへ誰かが呼んだのか、衛兵が部屋に駆けつけた。

　そうしてあっという間にアイリンを捕らえ、両手に縄をかける。

「い、いや！　やめなさい！　やめさせなさい、シンシア！」

　アイリンの血走っていた目が、困惑と恐怖ににじむ。

　シンシアは目をふせ、首を振った。衛兵がアイリンを組み伏せ、押さえつける。

「……いつも私さえ我慢すればと思っていました。亡くなったお母さまの言葉を信じて、優しくすることが幸せに繋がるのだと信じていました。でも、そうじゃなかった。本当の幸せは、アルフレドさまが教えてくださった。優しさは、愛する人に自然に注げるもの。お姉さまは……私のことを一度でも大切にしてくれましたか？」

　シンシアは悲しみの瞳で、アイリンを見た。

　さすがのアイリンも猫なで声を出す。

「当たり前じゃない。妹として大事に思っていたわ。愛していたわ」

「アルフレドさまも、国王陛下も、ミドさんやお城の方々も、私にとても親切にしてくれるわ。そのときに初めて、愛を知った。本当の愛は暴力なんてしない。傷つけたいなんて思わない。愛する人には、いつも笑っていてほしい、幸せでいてほしいって私は思うわ」

　シンシアは息をついて、肩を落とした。

「私は今でも、お姉さまのことを大事に思っているわ。私たちの幸せはきっと離れることよ。私の噂も耳に入らないようなところで暮らせば、きっとお姉さまの心も安らぐと思うの」

　その言葉がきっかけとなって、衛兵はアイリンを無理矢理立ち上がらせた。

「ちょ、ちょっと！」

　アイリンは驚きの声を上げて身をよじったが、鎧を着た衛兵の前ではびくともしなかった。アイリンはシンシアを睨みつけた。

「そんなの、詭弁じゃない！　自分の幸せのために、私を追いやりたいだけ！」

　アイリンの吠えるような声に、シンシアはおびえるようなことはなかった。

　そのまま衛兵によってアイリンは引きずられるように退出した。

　入れ替わるように慌てた様子のアルフレドが部屋に入ってきた。

「シンシア！」

　走ってきたのか髪は乱れ、息も上がっている。

　シンシアを見るなり、目には安堵の色が映り、抱き寄せられた。

「無事でよかった。メイドから城内でシンシアの姉を見たかもしれないと聞いて慌てて部屋に向かったんだが……人だかりを見たとき気が気ではなかった。怪我はないか？　顔をよく見せてくれ」

　アルフレドはシンシアの髪をかき上げ、顔をよく見るとホッとしたようだ。愛する人に触れられて、シンシアはくすぐったそうに目を細めた。

「アルフレドさま、私は平気です。それよりも……ミドさんが姉に押しのけられて……」

　二人の様子を微笑ましく見つめていたミドは、アルフレドに視線を向けられ、首を横に振る。

「シンシアさまがお守りくださったので、私はほんの少し足をひねっただけでございます」

「シンシアが……？」

「あのときは、無我夢中で……」

　アルフレドは心底驚いた様子であったが、シンシアは照れたように笑った。







　その後、アイリンがなぜ城の中に侵入できたのかが明らかになる。

　早朝、新米の門番がひとりきりになったタイミングをねらって、アイリンが訪れたからのようだ。

　不注意でも危険人物を入れてしまった門番は、新米ということもあり厳重注意ということになった。

　そして二度の間違いを起こしてしまったアイリンは、今度こそ罪を問われるはずだったが、シンシアの希望で山奥の屋敷へと送られることが決まった。

　人々はシンシアの心労を気遣ったが、当の本人は凛とした佇まいで王に頭を下げた。







　その夜、湯浴みを終えたシンシアはアルフレドの部屋で髪を櫛で梳いてもらっていた。

　シンシアは、そんなことはさせられないと拒否をしたが、押し切られてしまったのだ。

　ドレッサーの鏡越しに、真剣そのもののアルフレドが映る。

　彼の薄い唇が開いた。

「こうして君に触れていると安心する……。今朝のことは、何度思い返しても後悔する。どうして一緒にいない朝に限って、あんなことになったのだろう。君を俺が守れなかったんだろうと思う。なにかが違っていれば、今ごろ君の髪を梳くことさえできなかったのではないかと思うと恐ろしいんだ」

「アルフレドさま……」

「ミドや衛兵からも話を聞いた。君は果敢にもナイフを持った相手に立ち向かったと……」

　シンシアは顔を赤く染めた。

（思い返せば、ずいぶん大胆なことをしたわ）

　今まで姉の気迫に圧倒され、おびえていた。声を出すことも、ましてや抵抗することもできなかった。体を傷つけられても、平気なフリをして、夜な夜な自室で泣いていたのだ。

　今朝のことを思い出すと、シンシアの心臓がドキドキする。なにかを成し遂げたという興奮が戻ってくる。

「もうあんな危ないマネはしないでくれ」

「え……」

　アルフレドの言葉に、シンシアは振り向いた。

　シンシアの心の奥で、変わった自分をほめてくれるのではないかという期待があったからだ。しかし、シンシアを見つめるアルフレドの目は心配そのものだった。

「衛兵に話を聞いたとき、肝が冷えたよ。これからは俺に君のことを守らせてくれ。失うのが怖いんだ」

　喉の奥から絞り出すような、悲痛な声にシンシアはアルフレドの苦悩をくみ取った。

（私、とても心配させてしまったんだわ……。もし、逆の立場なら私だってきっと同じふうに思ったことでしょう）

　アルフレドが命を落とすかもしれない想像をすると、シンシアは胸が痛んだ。

（絶対にアルフレドさまを失いたくないって思うわ。なのに、私……思い上がって……）

　シンシアは反省し、アルフレドに向き直った。

「ごめんなさい……。私、とっさのことで……」

「いや、今日のことは仕方がないとわかっているんだ。でも、これからは、俺が守るよ」

　アルフレドが優しく髪を撫で、頬に触れる。

　自然と二人は体を寄り添わせ、キスをした。

「本当に……心配した」

　唇の表面を撫でるような優しいキスであった。

　抱きしめられていると服越しでも彼の心音が聞こえる。

　ゆっくりとした鼓動に、呼吸するたびに膨らむ肺の音、体温に、シンシアの心は落ち着いていった。

　アルフレドはいつまでもシンシアを離そうとはしなかった。

　初めて結ばれたあの日から一ヶ月ほど経つが、それから一度も深く触れ合ってはいない。

　手を触れられたり、今のように軽いキスをされたりしたことはあったが、結婚の意志を周囲に伝えてからは特に周りの目を気にしていた。そのためアルフレドとの間に甘い雰囲気が漂うと羞恥もあるが、避けるようになってしまっていた。

「そろそろ私、自室に戻らなくては……」

　シンシアは視線を下ろして言った。

（こうして抱き合っていると、どうしてもあの日のことを思い出してしまう。幸せで、満たされて……愛されていることがうれしくて。だけど……それよりも恥ずかしさが勝ってしまう……）

　アルフレドはシンシアの柔らかい髪を優しく撫でた。

「今夜は、安心して一緒に眠りたい。今朝、あんなことがあったんだ。今日くらいはいいだろう？」

　静かに言われると、シンシアは断ることができなかった。

（アルフレドさまもご不安なんだわ。私も、肌を寄せ合っていると安心できるし、今晩くらいは……）

　シンシアは視線を泳がせながらも頷いた。

　アルフレドはなにも言わないまま、ベッドまでの短い距離にもかかわらず、シンシアの手を引きながらエスコートした。そうしてシンシアを先に寝かせ、アルフレドも隣に寝そべる。

「アルフレドさま、そんなに見つめられては眠れません」

　シンシアはアルフレドをちらりと横目で見て言った。

　アルフレドがシンシアを見つめ続けていたからだ。

「君とこうしていられることが幸せで、なんだか眠ってしまうのがもったいなくてな」

　シンシアは寝返りを打ち、アルフレドと向き合った。

「それでは逆効果ではありませんか。明日も公務があると聞いております。早く眠らなくてはお体に障りますよ」

　シンシアは苦笑しながら言ったが、彼女自身も胸がドキドキして眠くなかった。

　ふいにアルフレドがシンシアの手を握る。

「シンシアと過ごせるなら、睡眠不足くらいなんともないさ。それより、こうして君とゆっくり過ごすのはなんだか久しい気がする。最近、君はすぐに逃げてしまうから」

　指摘され図星を突かれたシンシアは肩を揺らした。

　アルフレドの口調も柔らかいもので、とがめていないことがわかる。

「逃げているわけでは……。ただ、一緒にいるとあの日のことを思い出してしまって……恥ずかしくて、どう振る舞えばいいかわからなくなってしまうんです」

　ぽつり、ぽつりと言葉を選びながら話すシンシアに、アルフレドは愛おしそうにほほ笑んだ。

「そうだったのか。てっきり、また嫌われたのかと思った」

「嫌うだなんて、そんな！」

　シンシアは驚いたように大きな声を出したが、すぐに考え直す。

「それに、また、とはどういうことですか？　私は一度もアルフレドさまを嫌ったことはありません」

「じゃあ、思い違いだったかな。一度は君の姉を捕らえたときだ。君が非難するような目で俺を見たから、てっきり嫌われていたのかと思った」

「姉を助けたくて必死だったのです。それにあのときの私は、冷静じゃありませんでした。なにも知らず、意固地でした。今思い返せば、アルフレドさまには感謝しかありません」

「そう　言ってもらえるとうれしい。だが、あのとき、君は俺に『冷静ではない』と言った。思い返せば、君の言う通りだと痛感する。君を前にすると冷静ではいられない。シンシアの視線、気持ち、すべてを独り占めしてしまいたいと思う。……おかしいだろう。人前では王子として振る舞う俺が、君に嫌われていないかと心配になってしまうんだ」

　アルフレドの切れ長な瞳が細められる。どこか自嘲しているようにも見えた。

「わ、私だっていつも不安です。お城にはたくさんの人が出入りします。どの人も、上等な衣装、流行のお化粧で……みんな胸を張って歩いています。そんな中で、私はアルフレドさまの隣を自信をもって歩けるのか、いつも不安です。でも、私はアルフレドさまのことが好きです。私だって……誰にもあなたを渡したくはない。アルフレドさまがもしよそ見をしたら、きっととても悲しい。だから、お勉強もがんばれます。あなたと、ともに生きていきたいから……」

　繋いだ手をアルフレドが引き寄せる。そうして手の甲にキスをした。

「君は本当に、かわいらしいな」

　そのままアルフレドは体を起こすと、唇にキスをする。

（……気持ちいい）

　突然のキスに驚いたシンシアだが、受け入れる。

　はじめは唇を触れ合わせるだけのキスも、角度を変えて何度もしているうちに、だんだん深くなっていく。シンシアも口を開いてアルフレドを受け入れた。

　舌を絡めて、お互いを味わう。

　またあの心地よいフワフワとした感覚がシンシアを襲う。

　キスを終えるころには、二人の体温は上がっていた。

　トロンとした目でシンシアはアルフレドを見つめながら口を開く。

「お休みに、ならないのですか？」

　このままキスだけで終わらないことにシンシアは気付いていた。

　キスをしている間、シンシアは太股にアルフレドの熱を感じていたからだ。

　それはとても硬く、押し当てられると鼓動が速くなる。

　どうしても初めて体を重ねた日のことが思い出されてしまう。この熱がシンシアの中をまさぐり、狂わせたのだと思うと恐ろしいのに、なぜか期待してしまう気持ちもある。

　アルフレドはシンシアの首もとにキスをした。

　それも甘噛みされて、吸われてしまう。

「んっ……」

　シンシアが思わず甘い声を上げると、申し訳なさげにその部分をアルフレドは舐めた。

「言っただろう。君と過ごせるなら睡眠不足くらいなんともないと」

　アルフレドが話すたび、首に吐息がかかり、それだけでシンシアは期待に体を震わせた。

　もう一度首筋を舐められるとシンシアは「あぁ……っ」と艶っぽい声を上げてしまう。

「かわいらしい君を前にして、ただ眠るなんてできるわけがない。それともシンシアはこうなることをちっとも期待していなかったか？」

　指摘され、シンシアは答えなかった。

　すでにシンシアの体は熱く、少し触れられただけでも反応してしまう。

　アルフレドの手がシンシアの体からゆっくりと下へ移動して太股を撫でる。

　それだけでもシンシアは甘い吐息を漏らした。

　夜着をめくられ、アルフレドの手が忍び込んでくることをシンシアは拒否しなかった。

　キスされながら、下着を脱がされ、シンシアの下半身が露わになる。

　アルフレドは和毛にこげを撫で、指を秘部に滑らせた。

「あっ……」

　シンシアの声と秘部の潤みにアルフレドは手を止めた。

「うれしいな……。シンシアも俺と同じ気持ちということだろうか」

　シンシアが羞恥から答えられずにいると、アルフレドは言葉を続けた。

「かわいらしい。君は、すべてが愛らしいよ」

　シンシアの甘い蜜で濡れた指先が、花芽と秘部を行き来する。

　花芽に触れられるたび、シンシアは体をのけぞらせ、小さな甘い悲鳴を上げた。

　アルフレドの指は秘部の入り口をくすぐるだけで、じらす。

（ああ……どうして……）

　中に触れてほしくて、シンシアの腰が自然と揺れた。

　しかし指は花芽へと移る。アルフレドのぬるついた親指と人差し指が、花芽を摘むように弄ぶ。

「んっ……んん……」

　前回、触れられなかった花芽の刺激にシンシアは耐えられなかった。

　花芽はジクジクと熱を持ち、その刺激はじれったい。

　達することのできない苦痛に、シンシアは眉を寄せて腰を引いた。

「や……やです。そこばかり……」

　懇願に、アルフレドは動きを止めた。

　シンシアが瞳を開くと、彼はかすかにほほ笑んでいる。

「どうしてほしい？」

　指が再び動き出し、秘部の入り口に触れる。

　中指の頭をあてがわれた。

　シンシアの顔が真っ赤に染まる。

（ど、どうしてほしいだなんて……。そんなこと、恥ずかしくて言えないわ）

　しかし、火照った体はアルフレドを求めてやまない。

　秘部からは蜜があふれ出し、彼の指先が触れるたびに水音が鳴っている。

「い、いじわるしないでください……」

　今にも泣きそうな瞳でシンシアが言うと、アルフレドはフッとほほ笑み、秘部から指を離した。

（え……）

　シンシアが呆然としていると、アルフレドは目の前で服を脱ぎ始めた。

「君は本当にかわいらしいな。つい、イジメてしまいたくなった」

　シンシアの視線は彼の陰茎に注がれる。

　以前は羞恥からまじまじと見ることはできなかったが、それは反り返り腹についてしまいそうだった。

　アルフレドは視線にかまわず、言葉を続ける。

「でも、いつかはかわいいその口でねだられてみたいものだな」

　再びアルフレドに覆い被さられ、キスをされる。

　そのまま秘部に陰茎を押し当てられると、胸がドキリとした。

（ああ……）

　アルフレドに口内を愛撫されながら、シンシアはうっとりとした。

　陰茎が秘部にゆっくりと進入してくる。

　膣ひだがよろこぶように伸縮するのをシンシアは感じていた。

「ん……ふぁっ……」

　キスをしながら、くぐもったシンシアの甘い声が響く。

　硬く反り返った陰茎が、膣肉を押し分ける。

　そうしてみっちりと収まると、アルフレドは動きを止め、キスをやめた。

「こうして君の中に収まると、幸せな気持ちになる」

　アルフレドはシンシアを抱きしめ、寝返りをうった。

「きゃっ……」

　突然のことにシンシアは小さな悲鳴を上げる。

　アルフレドが下になり、シンシアは繋がったまま彼の上に乗っている。

「君に、精神的にも深く触れられている気がする……」

　アルフレドの言葉に、シンシアの胸の奥も温かくなった。

「私も、そう思います。私の中に、アルフレドさまがいると思うと、とても幸せです」

　アルフレドの胸に頬を寄せていると、心音が聞こえてくる。

（アルフレドさまのおっしゃる通り、精神的にも、私の一番奥深くに触れてくれるのはこの人しかいないわ……）

　うっとりしていると、陰茎がピクリと反応し、シンシアは「きゃ」と声を上げた。

　アルフレドが苦笑する。

「せっかくいい雰囲気だったのに、俺の妃はどうやらいやらしいようだ」

「ア、アルフレドさまが……」

　シンシアは抗議しようと上体を少し起こすと、アルフレドと目があった。

　お互いに笑い合う。

「そうだシンシア、そのまま体を起こして俺の上に座ってくれ」

「アルフレドさまに、座る、ですか？」

　シンシアは疑問に思いながらも膝を立て、アルフレドに変に体重がかからないように気を配りながら座った。

「こ、こうですか？」

　座ると、自らの体重で陰茎が深く入ってくる。

「ああ、そうだ。これで君の表情がじっくり見ることができる」

　アルフレドはそう言うとシンシアの腰を掴み、ゆっくりと動き始めた。

「えっ……ひゃぁっ」

　突き上げられると、シンシアの気持ちのよいところが擦れる。

　反り返った陰茎が何度も膣肉を撫で、シンシアは与えられる刺激に眉を寄せた。

「あっ、んんっ……」

　声を上げ、シンシアはアルフレドの視線に気付く。

　突き上げられるたびに揺れる胸や、繋がっている部分、気持ちよさにだらしなくなるシンシアの表情も、すべて見られている。

　そのことを自覚すると、下腹部の熱がジワジワと集まってくる。

「あっ……アルフレドさま、そ、そんなに、見ないでくださ……」

　アルフレドの動きが速くなり、陰茎が少し乱暴に膣奥にぶつかる。

　それさえもシンシアを追い立てる。

「だ、だめ……っ」

　シンシアのか細い声が響く。

　膣壁が伸縮し、陰茎を締め付ける。

　シンシアの目の前が真っ白になり、電流のような刺激が全身を駆け抜けた。

　アルフレドも、後を追うように達した。

（あったかい……）

　注がれる熱に、シンシアはうっとりしてアルフレドの胸の上に体を預けた。

　しばらくの間、二人は抱き合っていた。

　アルフレドが口を開く。

「君と、幸せな家庭を築きたい。そしていつかゆくゆくは、子どもも……。なんて、気が早いだろうか」

「子ども……」

　シンシアは表情を暗くした。

　愛し合う行為が、子どもを授かることに繋がることをシンシアは知っていた。

（アルフレドさまが私とのことを考えてくれるのはうれしい。私だって幸せな家庭を築きたい。でも……自信がないわ）

　今まで家族という存在を大事にしていたシンシアであるが、信じた家族像というものが歪なものであったと理解した。

「子どもは嫌いだったか？」

　心配そうなアルフレドの表情に、シンシアは慌てて首を振った。

「い、いいえ。子どもは大好きです。それにアルフレドさまとの子どもを授かることができたら、きっと幸せだろうなって思います。ですが……」

　シンシアは語気を弱めた。

「自信が……ないんです。私は早くに母を亡くしました。そうして父は、再婚してから私を視界にすらいれないようになりました。そんな私が、子どもを愛せるんでしょうか……」

　言葉にしながら、シンシアの胸がズキズキと痛んだ。

「シンシアなら、大丈夫さ。家族を一番大事にできる君なら」

「アルフレドさま……」

「子どもにも愛情をもって接することができるさ」

　アルフレドが頭を撫でてくれる。

（心地がいいわ……。それに安心する。アルフレドさまとなら、きっと大丈夫に違いないわ）

「ありがとうございます……。アルフレドさまにそうおっしゃっていただけると、なんだか自信が湧いてきました」

　二人は寄り添いながら、しばらく心地のよい沈黙を味わった後、眠りについた。







　ある晴れた日、結婚式はつつがなく行われた。

　シンシアのためにあつらえられた純白の豪華なドレスは、日の光に触れてきらめいた。二人の結婚式は王国の歴史史上かつてないほど盛大に行われ、シンシアとアルフレドは神の御前で将来を誓った。

　教会から城へ移動する馬車から、城下の人たちはその姿を見ることができた。

　人々はアルフレドとシンシアの結婚をよろこび、花びらを投げて祝ってくれる。街はにぎやかで、華やかな装飾が施されている。

　二階建ての窓から子どもたちが手を振っているのを見て、シンシアは緊張で硬い表情ながらもほほ笑み、手を振った。

　横目で向かいに座るアルフレドを見る。

　純白のジュストコールを着たアルフレドもまた、ほほ笑み、手を振っている。

　シンシアよりも余裕があり、リラックスしているようであった。

　シンシアの視線に気付いたアルフレドが首を傾げる。

「どうした？　疲れたか？」

　優しい声で尋ねられ、シンシアは首を振った。

「い、いえ。アルフレドさまは、すごいなぁと思って見ていたんです。私は大勢の人を前にすると緊張してしまって……。こうやって手を振ることさえ、ちゃんとできているか心配になっています」

　アルフレドはそれを聞いてきょとんとした後、苦笑を浮かべた。

「できているさ。それに俺だって緊張している」

「アルフレドさまも？」

「君に指輪をはめるとき、手が震えていただろう？　落としてしまうんじゃないかと怖かった」

「そんなふうには見えませんでした」

　ほんの少し前のことを思い出すが、そのときもアルフレドは余裕そうに見えていた。だが、内心は緊張していたと聞くと、シンシアはクスリと笑ってしまう。

　その様子を見てアルフレドは口元を緩めた。

「少しは緊張がほぐれたか？」

「はい」

　アルフレドがこの後のことを思って気遣ってくれたのだとわかる。

　城へ戻るシンシアには、国民の前での挨拶を控えていた。

　現在、城の庭が開放されており国民が入ることを許されている。

　式の後、シンシアを正式なアルフレドの妃としてお披露目することが決まっているのだ。城下ではシンシアの生い立ちが噂として広がり、注目を集めることは自然であった。

　そのことにシンシアはプレッシャーを感じている。

（もしも……受け入れられなかったら……）

　一瞬の不安が頭をかすめる。

　しかし、変わらず馬車の外に手を振り、ほほ笑みかけるアルフレドを見て思い直した。

（いいえ……受け入れてもらえるように、努力するしか私にできることはないわ。まずは、ちゃんとした挨拶をするしかないの）

　シンシアの心は少しずつだが変わっていった。

　王族の礼儀作法を教わったというのも理由だが、オドオドした様子は減っていった。

　礼儀作法以外にも音楽やダンス、勉強など学ぶことも増え、多忙な日々を送っていたシンシアだが、その知識が自信へと繋がっていったようだ。

（大丈夫。挨拶の言葉だって、いろいろな人の前で練習して、確認してもらったもの）

　シンシアは思い返し、意を決した。

　馬車が城に着くと、二人は休む暇もなく、三階のテラスへ移動する。

　開放された庭にはすでに待ちわびた人々がひしめき合っていた。

　階段を上るときに、窓からその様子が見えたシンシアは一瞬足を止めてしまった。

「シンシア、大丈夫か」

　アルフレドが手を握ってくれ、その温もりに安堵する。

「はい。少し驚いてしまいましたが、平気です」

　口ではそう言ったものの、心臓は早鐘を鳴らし、胃がキュッと締め付けられるように痛んでいた。

　それでもシンシアは再び階段を上り始め、テラスへ続くガラス扉を開けた。

　二人が姿を見せると歓声が沸く。

　アルフレドが先に挨拶をしているが、緊張で頭に入ってこなかった。話し終わったのか、割れるような拍手にシンシアは目の前が真っ白になる。

（やだ……私……内容が……）

　緊張で何度も練習したはずの挨拶の言葉が頭の中から消えてしまった。

　冒頭の一行すら思い出せない。

　いやな汗が、全身からにじんだ。アルフレドの心配そうな表情に、シンシアは焦った。

（な、なにか……言わなきゃ……）

　緊張で震えながらも、シンシアは一歩前に出て庭にいる人々を見渡した。

　すると、みな笑顔でシンシアの言葉を待ってくれていることがわかった。

　ごくりと生唾を飲み込んで、覚悟を決める。

「私は、一度だけ城下を歩いたことがあります。そのときの、みなさんの笑顔を今も覚えています。それは私にとっても幸せな時間でした。地位や、階級に関係なく、人には等しく幸せと未来があります。私にそれを気付かせてくれたのは、アルフレドさまでした。これから私は彼に寄り添い、そして支えられたらと思っています。みなさま、どうかこれからよろしくお願いします。お集まりいただき、ありがとうございました」

　挨拶が終わり、シンシアが頭を下げると、ワッと歓声が上がった。

　シンシアは頭を上げた後、各方面に会釈をし、拍手と歓声を受け入れる。

　国民を見ると、すべての人がよろこんでくれているのがわかる。

　そうしてホッと息をついた。

　アルフレドが寄り添い、肩を抱いてくれる。

「シンシア、なにも不安になることはない。君は少なくともここにいる人々に受け入れられている。なにより、俺が君を幸せにするよ」

　アルフレドの出会ったときから変わらない愛情に、心が震え、シンシアは静かに頷き、涙を流した。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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